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はじめに

『SPARCプラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウ
ン』は、Oracle Solarisシステム管理に関する重要な情報を提供するドキュメント
セットの一部です。このマニュアルには、SPARCプラットフォームについての情報
が記載されています。

本書は、読者が次のタスクを終了済みであることを前提としています。

■ Oracle Solaris 11をインストール済み
■ 使用する予定のすべてのネットワークソフトウェアを設定済み

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このマニュアルは、Oracle Solaris 11リリースを実行している 1つまたは複数のシステ
ムの管理を行うユーザーを対象にしています。本書を使用するには、UNIXのシステ
ム管理について 1 - 2年の経験が必要です。UNIXシステム管理のトレーニングコース
に参加することも役に立ちます。

Solarisシステム管理マニュアルセットの構成
システム管理ガイドセットに含まれる各ガイドとその内容は、次のとおりです。
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マニュアルのタイトル トピック

『SPARCプラットフォームでのOracle Solarisのブートおよ
びシャットダウン』

システムのブートおよびシャットダウン、ブートサービス
の管理、ブート動作の変更、ZFSからのブート、ブート
アーカイブの管理、および SPARCプラットフォーム上で
のブートのトラブルシューティング

『x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよび
シャットダウン』

システムのブートおよびシャットダウン、ブートサービス
の管理、ブート動作の変更、ZFSからのブート、ブート
アーカイブの管理、および x86プラットフォーム上での
ブートのトラブルシューティング

『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』 Oracle Solarisコマンドの使用、システムのブートと
シャットダウン、ユーザーアカウントとグループの管
理、サービスの管理、ハードウェア障害、システム情
報、システムリソース、およびシステム性能、ソフト
ウェアの管理、印刷、コンソールと端末、およびシステム
とソフトウェアの問題の障害追跡

『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』 リムーバブルメディア、ディスクとデバイス、ファイルシ
ステム、およびデータのバックアップと復元

『Oracle Solarisの管理: IPサービス』 TCP/IPネットワーク管理、IPv4および IPv6アドレスの管
理、DHCP、IPsec、IKE、IPフィルタ、および IPQoS

『Oracle Solaris Administration: Naming and Directory Services
』

DNS、NIS、および LDAPネームサービスおよびディレク
トリサービス (NISから LDAPへの移行を含む)

『Oracle Solaris管理:ネットワークインタフェースとネット
ワーク仮想化』

WiFiワイヤレスを含む自動および手動の IPインタ
フェース構成、ブリッジ、VLAN、集積体、LLDP、および
IPMPの管理、仮想NICとリソース管理

『Oracle Solarisのシステム管理 (ネットワークサービス)』 Webキャッシュサーバー、時間関連サービス、ネット
ワークファイルシステム (NFSと autofs)、メール、SLP、お
よび PPP

『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solaris
ゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管理)』

リソース管理機能 (利用可能なシステムリソースをアプリ
ケーションが使用する方法を制御できる)、Oracle Solaris
ゾーンソフトウェア区分技術 (オペレーティングシステム
のサービスを仮想化してアプリケーション実行用の隔離さ
れた環境を作成する)、およびOracle Solaris 10ゾーン
(Oracle Solaris 11カーネル上で実行されるOracle Solaris 10
環境をホストする)

『Oracle Solarisの管理:セキュリティーサービス』 監査、デバイス管理、ファイルセキュリ
ティー、BART、Kerberosサービス、PAM、暗号化フ
レームワーク、キー管理フレームワーク、特
権、RBAC、SASL、Secure Shell、およびウイルスス
キャン。

はじめに
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マニュアルのタイトル トピック

『Oracle Solaris Administration: SMB and Windows
Interoperability』

SMBクライアントが SMB共有を使用できるようにOracle
Solarisシステムを構成できる SMBサービス、SMB共有に
アクセスできる SMBクライアント、およびユーザーとグ
ループの識別情報をOracle SolarisシステムとWindowsシ
ステムの間でマップできるネイティブな識別情報マッピン
グサービス。

『Oracle Solarisの管理: ZFSファイルシステム』 ZFSストレージプールおよびファイルシステムの作成と管
理、スナップショット、クローン、バックアップ、アクセ
ス制御リスト (ACL)による ZFSファイルの保護、ゾーンが
インストールされたOracle Solarisシステム上での ZFSの使
用、エミュレートされたボリューム、およびトラブル
シューティングとデータ回復

『Trusted Extensions構成と管理』 Trusted Extensionsに固有のシステムのインストール、構
成、および管理

『Oracle Solaris 11セキュリティーガイドライン』 Oracle Solarisシステムのセキュリティー保護、および
ゾーン、ZFS、Trusted Extensionsなどのセキュリティー機
能の使用シナリオ

『Oracle Solaris 10からOracle Solaris 11への移行』 インストール、デバイス、ディスク、およびファイルシス
テムの管理、ソフトウェア管理、ネットワーク接続、シス
テム管理、セキュリティー、仮想化、デスクトップ機
能、ユーザーアカウント管理、およびユーザー環境と
いった分野における、システム管理の情報およびOracle
Solaris 10からOracle Solaris 11への移行例を提供します

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

はじめに
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表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

はじめに

SPARCプラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月10



|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
このドキュメントでは次の規則が使用されています。

■ このドキュメント中の手順を実行したり、例 (コマンド入力、コードなど)を使用
する場合には、二重引用符 (")、左一重引用符 (‘)、右一重引用符 (’)をそれぞれ間
違えないように注意してください。

■ このマニュアル中で「Returnキー」と表記しているキーは、キーボードによって
は「Enterキー」という名前になっていることがあります。

■ rootパスには通常、/usr/sbin、/usr/bin、および /etcディレクトリが含まれて
いるため、このマニュアルの手順ではこれらのディレクトリ内のコマンドを絶対
パス名なしで表記します。ただし、それ以外のあまり一般的でないディレクトリ
にあるコマンドについては、このドキュメント中の例では絶対パスで表記しま
す。

はじめに
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SPARCベースシステムのブートおよび
シャットダウン (概要)

Oracle Solarisは、データベースやWebサービスなどのエンタープライズサービスが
可能なかぎりいつでも利用できるようにするために、停止することなく動作するよ
うに設計されています。この章では、SPARCベースのシステムのシャットダウンと
ブートのガイドラインについて説明します。

注 –このマニュアルでは主に、サーバーおよびワークステーション上の単一のOracle
Solarisインスタンスのブートおよびシャットダウンに焦点を合わせていま
す。サービスプロセッサを持つシステムや、複数の物理ドメインを持つシステム上
でのOracle Solarisのブートおよびシャットダウンについての情報は、このドキュメ
ントでは詳細には記載されていません。詳細は、http://www.oracle.com/

technetwork/indexes/documentation/index.htmlにある特定のハードウェアについて
の製品ドキュメントを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 14ページの「システムのブートおよびシャットダウンの新機能」
■ 15ページの「SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウン (トピック
マップ)」

■ 16ページの「システムのブートに関するガイドライン」
■ 17ページの「サービス管理機構とブート」
■ 18ページの「実行レベルの動作」
■ 20ページの「Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要」

x86ベースシステムのブートについては、『x86プラットフォーム上のOracle Solaris
のブートおよびシャットダウン』を参照してください。

1第 1 章
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システムのブートおよびシャットダウンの新機能
Oracle Solaris 11リリースで追加されたブート機能は次のとおりです。

管理用に提供されたdriver.confファイル
/kernelおよび /platformディレクトリ内にあるベンダー提供の元のファイルを変更
することなく、ドライバ構成ファイル (driver.conf)によって管理上のローカルな変
更を補うことができます。この拡張機能により、システムのアップグレード中に
ローカルな構成を保持しやすくなります。新しい /etc/driver/drvディレクトリに
driver.confファイルを追加することにより、ドライバ構成にローカルな変更を加え
ることができるようになりました。ブート時に、システムは /etc/driver/drvにその
ドライバの構成ファイルがないかチェックします。見つかった場合、システムはベ
ンダー提供の構成と、管理用に提供された変更を自動的にマージします。

マージされたプロパティーを表示するには、prtconfコマンドに新しい -uオプ
ションを付けて使用します。-uオプションによって、指定されたドライバについて
の元のプロパティー値と更新されたプロパティー値の両方を表示できます。詳細
は、prtconf(1M)のマニュアルページを参照してください。手順について
は、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の「デバイスのデフォルトのプロパ
ティー値とカスタマイズされたプロパティー値を表示する方法」を参照してくださ
い。

注 – /kernelおよび /platformディレクトリにあるベンダー提供の driver.confファイ
ルを編集しないでください。ドライバの構成を補完する必要がある場合は、対応す
る driver.confファイルをローカルの /etc/driver/drvディレクトリに追加してか
ら、そのファイルをカスタマイズする方法を推奨します。手順については、『Oracle
Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の第 5章「デバイスの管理 (概要と手
順)」を参照してください。

次の補足情報も参照してください。

■ driver.conf(4)
■ driver(4)
■ 『Writing Device Drivers』
■ ddi_prop_exists(9F)
■ ddi_prop_lookup(9F)

SPARCプラットフォームでの高速リブート
SPARCプラットフォーム上で高速リブートを統合すると、rebootコマンドで - fオ
プションが使用できるため、ある程度の POST検査を省略することでブート処理を高
速化できます。

システムのブートおよびシャットダウンの新機能
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高速リブート機能はOracle Solarisのサービス管理機構 (SMF)の機能によって管理さ
れ、ブート構成サービス svc:/system/boot-configによって実装されます。
boot-configサービスは、デフォルトのブート構成パラメータを設定または変更する
手段を提供します。config/fastreboot_defaultプロパティーを trueに設定する
と、システムは高速リブートを自動的に実行するため、 reboot -fコマンドを使用す
る必要はありません。SPARCプラットフォームでは、このプロパティーの値は false

に設定されています。タスク関連の情報については、44ページの「SPARCベースシ
ステムのリブート処理の高速化」を参照してください。

注 – SPARC上の高速リブート動作は特定のシステムにのみ適用できます。sun4vシス
テムでは、リブートは実際は POSTを伴わないハイパーバイザリブートであるた
め、高速リブートは不要です。

SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウン (ト
ピックマップ)

次の参照情報を使用して、このドキュメント内のさまざまなブート関連のトピック
についての手順を見つけてください。

表 1–1 SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウン:トピックマップ

タスク 参照先

SPARCベースシステムを指定された状態にしま
す (実行レベルのブート)。

第 2章「指定された状態への SPARCベースシス
テムのブート (手順)」

SPARCベースシステムをシャットダウンしま
す。

第 3章「システムのシャットダウン (手順)」

SPARCベースシステムをリブートします。 第 4章「SPARCベースシステムのリブート (手
順)」

SPARCシステムをネットワークからブートしま
す。

第 5章「SPARCベースシステムのネットワーク
からのブート (手順)」

SPARCベースシステムのデフォルトのブート動
作を変更します。

第 6章「SPARCベースシステムでのブートパラ
メータの変更 (手順)」

SPARCベースシステムの ZFSブート環境、ス
ナップショット、またはデータセットから
ブートします。

第 7章「SPARCプラットフォームでの ZFS
ブート環境の作成と管理、およびこのブート環
境からのブート (手順)」

ブート管理インタフェース (bootadm)を使用する
ことによって、SPARCベースシステムをブート
可能に維持します。

第 8章「SPARCベースシステムのブート可能状
態の維持 (手順)」

SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウン (トピックマップ)
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表 1–1 SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウン:トピックマップ (続き)
タスク 参照先

SPARCベースシステムのブートのトラブル
シューティングを行います。

第 9章「SPARCベースシステムのブートのトラ
ブルシューティング (手順)」

システムのブートに関するガイドライン
システムをブートするときは、次の点に注意してください。

■ SPARCシステムをシャットダウンしたあとでブートするには、PROMレベルで
bootコマンドを使用します。

■ 電源を切断したあとに再投入すればシステムをリブートできます。

注意 –この方法は正常な停止とは見なされていません。このシャットダウン方法
は、緊急の場合にだけ使用してください。システムサービスやプロセスが突然終
了するため、ファイルシステムに損傷を与えることがあります。この種の損傷の
修復作業には手間がかかり、さまざまなユーザーファイルやシステムファイルを
バックアップコピーから復元する必要が生じる可能性があります。

システムをブートする理由
次の表に、システム管理タスクとそれに伴って必要となるブートオプションを示し
ます。

表 1–2 システムをブートする理由

システムブートの理由 適切なブートオプション 参照先

停電のためシステムの電源を切断しま
す

システムの電源を再投入します 第 3章「システムのシャットダウン
(手順)」

/etc/systemファイル内のカーネルパ
ラメータを変更します

システムをマルチユーザー状態にリ
ブートします (SMBまたはNFSリ
ソースを共有する実行レベル 3)

27ページの「システムをマルチ
ユーザー状態 (実行レベル 3)にブート
する方法」

ファイルシステムを保守します (シス
テムデータのバックアップや復元な
ど)

シングルユーザー状態 (実行レベル S)
でCtrl + Dキーを押してシステムをマ
ルチユーザー状態 (実行レベル 3)に戻
します

28ページの「システムをシングル
ユーザー状態 (実行レベル S)にブート
する方法」

/etc/systemなどのシステム構成
ファイルを修復します

対話式ブート 30ページの「システムを対話式で
ブートする方法」

システムのブートに関するガイドライン
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表 1–2 システムをブートする理由 (続き)
システムブートの理由 適切なブートオプション 参照先

システムにハードウェアを追加します
(または、システムからハードウェア
を削除する)

再ブート (デバイスがホットプラグ対
応でない場合は、デバイスを追加また
は削除したあとにシステムの電源を入
れます)

『Oracle Solarisの管理:デバイスと
ファイルシステム』の「ZFSファイル
システム用のディスクの設定 (タスク
マップ)」

システムをハング状態から回復さ
せ、クラッシュダンプを強制します。

回復ブート 86ページの「クラッシュダンプを強制
してシステムをリブートする方法」

カーネルデバッガ (kmdb)を使用してシ
ステムをブートし、システムの障害を
調査します

kmdbをブートします 87ページの「カーネルデバッガ (kmdb)
を有効にしてシステムをブートする方
法」

サービス管理機構とブート
SMFは、従来のUNIXの起動スクリプト、init実行レベル、および構成ファイルを補
強するインフラストラクチャーを提供します。SMFの導入により、ブートプロセス
で作成されるメッセージが少なくなりました。デフォルトでは、サービスの起動時
にメッセージは表示されません。ブートメッセージによって提供されていた情報
は、/var/svc/logにある各サービス用のログファイルで提供されるようになりまし
た。ブートの問題の診断には svcsコマンドが役立ちます。ブートプロセス中に各
サービスが開始されたときにメッセージを生成するには、bootコマンドで -vオプ
ションを使用します。

システムがブートされるとき、ブート先のマイルストーンを選択したり、記録され
るエラーメッセージのレベルを選択したりできます。例:

■ 次のコマンドを使用すると、ブート先の特定のマイルストーンを選択できます。

ok boot -m milestone=milestone

デフォルトのマイルストーンは、有効になっているすべてのサービスを起動する
allです。ほかの有用なマイルストーンは noneで、これは init、svc.startd、お
よび svc.configdのみを開始します。このマイルストーンは、サービスを手動で
開始できる非常に有用なデバッグ環境を提供します。noneマイルストーンの使用
手順については、84ページの「どのサービスも起動しないでシステムをブート
する方法」を参照してください。

実行レベルと同等な single-user、multi-user、および multi-user-serverも使用
できますが、一般的には使用されません。特に multi-user-serverマイルス
トーンは、そのマイルストーンに依存しないサービスを開始しないため、重要な
サービスを含まないことがあります。

■ 次のコマンドを使用すると、svc.startdのログレベルを選択できます。

ok boot -m logging_level

サービス管理機構とブート
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選択できるログレベルは quiet、verbose、および debugです。ログレベルに関す
る具体的な情報については、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の「SMF
サービスのエラーログ」を参照してください。

SMF使用時の動作に関する変更
SMFが提供する機能のほとんどが、ユーザーの目に触れることなく実行されるた
め、ユーザーは通常これらの機能に気付きません。それ以外の機能には新しいコマ
ンドでアクセスします。

もっともよく目にする動作の変更の一覧を次に示します。

■ ブートプロセスで生成されるメッセージが少なくなりました。デフォルトで
は、サービスの起動時にメッセージは表示されません。ブートメッセージに
よって提供されていた情報は、/var/svc/logにある各サービス用のログファイル
で提供されるようになりました。ブートの問題の診断には svcsコマンドが役立ち
ます。なお、bootコマンドで -vオプションを使用すれば、ブートプロセス中に
各サービスが起動されるたびにメッセージが生成されます。

■ サービスは可能なかぎり自動的に再起動されるため、プロセスの終了が失敗した
ように見えることがあります。サービスに障害があれば保守モードに切り替わり
ますが、通常、サービスのプロセスが終了すると、そのサービスは再起動されま
す。SMFサービスが実行されないようにするには、svcadmコマンドを使用してそ
のプロセスを停止する必要があります。

■ /etc/init.dおよび /etc/rc*.d内の多くのスクリプトが削除されました。サービ
スの有効化および無効化に、これらのスクリプトはもう必要ありませ
ん。/etc/inittabのエントリも削除され、サービスの管理に SMFが使用できるよ
うになりました。ISVによって提供されるスクリプトおよび inittabエント
リ、あるいはローカルで開発されたそれらは、従来どおり機能します。各サービ
スは、ブートプロセス内のまったく同じ時点では開始されない可能性があります
が、SMFサービスの前に開始されることはありません。

実行レベルの動作
システムの「実行レベル」(「init状態」とも呼ばれる)は、ユーザーが使用できる
サービスとリソースを定義します。システムが一度に持つことのできる実行レベル
は 1つだけです。

Oracle Solarisには、次の表で説明する 8つの実行レベルがあります。デフォルトの実
行レベル 3は、/etc/inittabファイルに指定されています。

実行レベルの動作
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表 1–3 Oracle Solarisの実行レベル

実行レベル init状態 タイプ 目的

0 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンして、システムの電源を安全に落とせる
ようにします。

sまたは S シングルユーザー状態 シングルユーザー 一部のファイルシステムがマウントされ使
用可能な状態で、シングルユーザーとして
動作します。

1 システム管理状態 シングルユーザー すべての使用可能なファイルシステムにア
クセスします。ユーザーログインは使用で
きません。

2 マルチユーザー状態 マルチユーザー 通常の運用に使用します。複数の
ユーザーがシステムとすべてのファイルシ
ステムにアクセスできます。NFS
サーバーデーモンを除く、すべてのデーモ
ンが動作します。

3 NFSリソースを共有したマルチ
ユーザーレベル

マルチユーザー NFSリソースを共有する通常の運用に使用
します。これがデフォルトの実行レベルで
す。

4 マルチユーザー状態 (予備) マルチユーザー デフォルトでは構成されていませんが、顧
客用に使用できます。

5 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンしてシステムの電源を安全に落とせるよ
うにします。可能であれば、この機能をサ
ポートしているシステムでは電源を自動的
に切断します。

6 リブート状態 リブート システムをシャットダウンして実行レベル 0
にしたあと、NFSリソースを共有するマル
チユーザーレベル (または inittabファイル
に指定されたデフォルトの実行レベル)でリ
ブートします。

また、svcadmコマンドを使用してシステムの実行レベルを変更することもできま
す。その場合は、実行するときのマイルストーンを選択してください。次の表
に、各マイルストーンに対応する実行レベルを示します。

表 1–4 実行レベルと SMFマイルストーン

実行レベル SMFマイルストーンの FMRI

S milestone/single-user:default

実行レベルの動作
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表 1–4 実行レベルと SMFマイルストーン (続き)
実行レベル SMFマイルストーンの FMRI

2 milestone/multi-user:default

3 milestone/multi-user-server:default

システムがマルチユーザー状態 (実行レベル3)に
ブートされたときの処理
1. initプロセスが開始され、環境変数を設定するために

svc:/system/environment:init SMFサービス内に定義されているプロパティーを
読み取ります。デフォルトでは、TIMEZONE変数だけが設定されます。

2. initは inittabファイルを読み取り、次の処理を行います。

a. actionフィールドが sysinitになっているすべてのプロセスエントリを実行し
て、ユーザーがシステムにログインする前に特殊な初期化がすべて行われるよ
うにします。

b. 起動アクティビティーを svc.startdに渡します。

initプロセスが inittabファイルを使用する方法についての詳細は、init(1M)の
マニュアルページを参照してください。

実行レベルとマイルストーンの使い分け
一般に、マイルストーンまたは実行レベルを変更する手順はめったに実行されませ
ん。必要な場合、実行レベルを変更するために initコマンドを使用するとマイルス
トーンも変更され、これは使用するのに適切なコマンドです。initコマンドはま
た、システムをシャットダウンするのにも適しています。

ただし、noneマイルストーンを使用してシステムをブートすると、起動時の問題を
デバッグするときに非常に役立つ場合があります。noneマイルストーンと同等の実
行レベルはありません。詳細は、84ページの「どのサービスも起動しないでシステ
ムをブートする方法」を参照してください。

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
Oracle Solaris SPARCブートアーキテクチャーには次の基本特性が含まれています。

■ ブートアーカイブの使用

ブートアーカイブとは、システムのブートに必要なすべてのファイルが含まれて
いるRAMディスクイメージのことです。

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
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■ ブート管理インタフェースを使用したOracle Solarisブートアーカイブの整合性の
維持

bootadmコマンドは、ブートアーカイブの更新と検証を細部にわたって処理しま
す。インストールまたはアップグレードの間、bootadmコマンドは初期ブート
アーカイブを作成します。通常のシステムシャットダウンの処理中に、シャット
ダウンプロセスではブートアーカイブの内容がルートファイルシステムと比較さ
れます。システムにドライバや構成ファイルなどの更新がある場合、ブート
アーカイブがこれらの変更を含むように再構築されることによって、リブート時
にブートアーカイブとルートファイルシステムの同期がとられます。bootadmコ
マンドを使用して、ブートアーカイブを手動で更新することができます。手順に
ついては、77ページの「ブートアーカイブの整合性の維持」を参照してくださ
い。

注 –一部の bootadmコマンドオプションは SPARCプラットフォームに適用されま
せん。

詳細は、bootadm(1M)および boot(1M)のマニュアルページを参照してください。
■ インストール中のルートファイルシステムとしてのRAMディスクイメージの使
用

このプロセスは、SPARCおよび x86の両方のプラットフォームで同じです。RAM
ディスクイメージは、ブートアーカイブから生成されたあと、ブートデバイスか
らシステムに転送されます。

注 – SPARCプラットフォームでは、OpenBoot PROMを引き続き使用してブートデ
バイスにアクセスし、ブートアーカイブをシステムのメモリーに転送します。

ソフトウェアをインストールする場合、RAMディスクイメージは、インストール
プロセス全体に使用されるルートファイルシステムになります。RAMディスクイ
メージを使用するとブートプロセスが速くなります。これは、Oracle Solarisとド
ライバおよび必要なアプリケーションが、リムーバブルメディアから 1回読み込
まれてメモリーに配置されるためです。その後システムは、RAMディスクに基づ
いてインストールプロセスを実行します。RAMディスクファイルシステムのタイ
プには、HSFS (High Sierra File System)を指定できます。

SPARCブートプロセスの説明
このセクションではOracle Solaris SPARCプラットフォーム上の基本的なブートプロ
セスについて説明します。サービスプロセッサを持つシステムや、複数の物理ドメ
インを持つシステムなど、特定のハードウェアタイプ上のブートプロセスについて
の詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html

にある特定ハードウェアについての製品ドキュメントを参照してください。
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スタンドアロンプログラムの読み込みと実行のプロセスをブートストラップと呼び
ます。通常、スタンドアロンプログラムはオペレーティングシステムカーネルで
す。ただし、カーネル以外の任意のスタンドアロンプログラムをブートできます。

SPARCプラットフォームでは、ブートストラッププロセスは次の基本フェーズで構
成されます。

■ システムをオンに設定したあと、システムファームウェア (PROM)は電源投入時
自己診断 (POST)を実行します。

■ 診断テストが正常に完了したあと、マシンのファームウェアが使用する不揮発性
記憶領域に適切なフラグが設定されていれば、ファームウェアは自動ブートを試
みます。

■ 第 2レベルのプログラムは、ディスクからブートする場合はファイルシステム固
有のブートブロック、ネットワーク経由または自動インストーラ (AI)ユーティリ
ティーを使用してブートする場合は inetbootと wanbootのいずれかです。

ネットワークブートプロセスは次のとおりです。

■ 最初に、クライアントは二次ブーターをロードするために必要な IPアドレスおよ
びその他のパラメータを取得します。

■ 次に、二次ブーターがブートデバイスからブートアーカイブをロードします。

SPARCベースシステムをネットワークからブートする場合の詳細について
は、第 5章「SPARCベースシステムのネットワークからのブート (手順)」を参照し
てください。

SPARCのブートフェーズ
Oracle Solaris 10リリース以降では、SPARCプラットフォームのブートプロセス
は、x86プラットフォームとの共通点を増やすために変更されて拡張されました。

次の 4つのブートフェーズは、互いに独立しています。

1. オープンブートPROMフェーズ
SPARCプラットフォーム上でのブートプロセスのオープンブート PROM (OBP)
フェーズは変更されていません。

ディスクデバイスの場合、ファームウェアドライバは通常OBPラベルパッケージ
の「読み込み」メソッドを使用します。このメソッドは、ディスクの先頭にある
VTOCラベルを解析して、指定されたパーティションを見つけます。そし
て、パーティションのセクター 1 - 15がシステムのメモリーに読み込まれま
す。この領域は一般にブートブロックと呼ばれ、通常はファイルシステム
リーダーが格納されています。

2. ブーターフェーズ

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
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このフェーズの間に、ブートアーカイブが読み取られ、実行されます。ブート
ファイルシステムの形式を認識しておく必要があるのは、ブートプロセスのこの
フェーズだけです。ブートローダーとブートアーカイブの転送に使用されるプロ
トコルには、ローカルディスクアクセス、NFS、およびHTTPがあります。

3. RAMディスクフェーズ
RAMディスクは、Oracle Solarisのインスタンスのブートに必要なカーネルモ
ジュールおよびその他のコンポーネントで構成されるブートアーカイブです。

4. カーネルフェーズ
カーネルフェーズは、ブートプロセスの最終段階です。このフェーズの間
に、Oracle Solarisが初期化され、ブートアーカイブから構築されたRAMディスク
上に最小ルートファイルシステムがマウントされます。インストールなどの一部
の環境では、RAMディスクはルートファイルシステムとして使用され、マウント
されたままになります。RAMディスクには、指定されたルートデバイス上に
ルートファイルシステムをマウントするために十分な 1組のカーネルファイルお
よびドライバが格納されます。

そして、カーネルはブートアーカイブから主モジュールの残りを抽出し、それ自
体を初期化し、実際のルートファイルシステムをマウントして、ブートアーカイ
ブを破棄します。

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
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指定された状態への SPARCベースシステ
ムのブート (手順)

この章では、SPARCベースシステムを、実行レベルとしても知られるさまざまなシ
ステム状態にブートするためのタスク関連情報を提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 25ページの「指定された状態への SPARCベースシステムのブート (タスク
マップ)」

■ 26ページの「指定された状態への SPARCベースシステムのブート」

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

指定された状態への x86ベースシステムのブートについては、『x86プラット
フォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 2章「指定された状
態への x86ベースシステムのブート (タスク)」を参照してください。

指定された状態への SPARCベースシステムのブート (タ
スクマップ)

表 2–1 指定された状態への SPARCベースシステムのブート:タスクマップ

タスク 説明 参照先

システムの現在の実行レベルを
確認します。

whoコマンドと -rオプションを
使用して、システムの現在の実
行レベルを確認します。

26ページの「システムの現在
の実行レベルの確認」

2第 2 章
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表 2–1 指定された状態への SPARCベースシステムのブート:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

SPARCベースシステムをマル
チユーザー状態にブートしま
す。

このブート方法は、シャットダ
ウン後またはシステムのハード
ウェア保守タスクの実行後にシ
ステムをマルチユーザー状態
(実行レベル 3)に戻す場合に使
用します。

27ページの「マルチ
ユーザー状態 (実行レベル 3)へ
の SPARCベースシステムの
ブート」

SPARCベースシステムをシン
グルユーザー状態にブートしま
す。

このブート方法は、ファイルシ
ステムのバックアップなど、シ
ステムの保守タスクを実行する
場合に使用します。

28ページの「シングル
ユーザー状態 (実行レベル S)へ
の SPARCベースシステムの
ブート」

SPARCシステムを対話式で
ブートします。

このブート方法は、テストのた
めにシステムファイルまたは
カーネルを一時的に変更したあ
とで使用します。

29ページの「SPARCベースシ
ステムの対話式でのブート」

指定された状態への SPARCベースシステムのブート
次の手順では、SPARCベースシステムを、ok PROMプロンプトから指定された状態
にブートする (実行レベルのブートとも呼ばれる)方法について説明します。これら
の手順では、特に指示がない限り、システムが正常な状態でシャットダウンしてい
ることを前提とします。

システムの現在の実行レベルの確認
実行中のシステムで現在の実行レベルを確認するには、who -rコマンドを使用しま
す。

例 2–1 システムの実行レベルを確認する

who -rコマンドの出力には、システムの現在の実行レベルと、以前の実行レベルに関
する情報が表示されます。

$ who -r

. run-level 3 Dec 13 10:10 3 0 S

$

who -rコマンドの出力 説明

run-level 3 現在の実行レベル

Dec 13 10:10 実行レベルが最後に変更された日時

指定された状態への SPARCベースシステムのブート
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例 2–1 システムの実行レベルを確認する (続き)

who -rコマンドの出力 説明

3 現在の実行レベル

0 最後にリブートしてからシステムがこの実行レ
ベルになった回数

S 以前の実行レベル

マルチユーザー状態 (実行レベル3)への SPARC
ベースシステムのブート
システムの電源を切ってから入れ直すと、マルチユーザーのブートシーケンスが開
始されます。

who -rコマンドを使って、システムが指定した実行レベルになっていることを確認
します。26ページの「システムの現在の実行レベルの確認」を参照してください。

▼ システムをマルチユーザー状態 (実行レベル3)にブートする方法
この手順を使用して、現時点で実行レベル 0になっている SPARCベースシステムを
実行レベル 3にブートします。

システムを okPROMプロンプトにします。

システムを実行レベル 3でブートします。
ok boot

自動ブート処理によって、一連の起動メッセージが表示され、システムが実行レベ
ル 3になります。詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムが実行レベル 3になっていることを確認します。
ブートプロセスが正常に終了すると、ログイン画面かログインプロンプトが表示さ
れます。
hostname console login:

マルチユーザー状態 (実行レベル 3)へのシステムのブート

次の例は、システムを実行レベル 3でブートしたときに表示されるメッセージを示
しています。

ok boot

Probing system devices

Probing memory

1

2

3

例2–2
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ChassisSerialNumber FN62030249

Probing I/O buses

.

.

.

.

OpenBoot 4.30.4.a, 8192 MB memory installed, Serial #51944031.

Ethernet address 0:3:ba:18:9a:5f, Host ID: 83189a5f.

Rebooting with command: boot

Boot device: /pci@1c,600000/scsi@2/disk@0,0:a File and args:

SunOS Release 5.11 Version fips_checksum_nightly 64-bit

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

DEBUG enabled

misc/forthdebug (455673 bytes) loaded

Hardware watchdog enabled

Hostname: portia-123

NIS domain name is solaris.us.oracle.com

portia-123 console login: NIS domain name is solaris.us.oracle.com

シングルユーザー状態 (実行レベル S)への SPARC
ベースシステムのブート
システムのシングルユーザー状態へのブートは、ファイルシステムのバックアップ
や、システムに関するその他の問題のトラブルシューティングなどのシステム保守
に使用されます。

▼ システムをシングルユーザー状態 (実行レベル S)にブートする方
法

システムを okPROMプロンプトにします。

システムを実行レベル Sでブートします。
ok boot -s

次のメッセージが表示されたら、rootのパスワードを入力します。
SINGLE USER MODE

Root password for system maintenance (control-d to bypass): xxxxxx

システムが実行レベル Sになっていることを確認します。
# who -r

実行レベル Sへの変更が必要な保守タスクを実行します。

システム保守タスクが完了したら、Ctrl + Dキーを押してシステムをマルチ
ユーザー状態にします。

1

2

3

4

5

6
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SPARC:シングルユーザー状態 (実行レベル S)へのシステムのブート

次の例は、システムを実行レベル Sでブートしたときに表示されるメッセージを示
しています。

ok boot -s

SC Alert: Host System has Reset

Enter #. to return to ALOM.

cpu Device: pci

Device: ebus

/ebus@800: serial

Device: pci

/pci@780: Device 0 Nothing there

/pci@7c0: Device 0 pci

/pci@7c0/pci@0: Device 4 network network

/pci@7c0/pci@0: Device 8 pci

/pci@7c0/pci@0/pci@8: Device 1 network network

/pci@7c0/pci@0/pci@8: Device 2 scsi tape disk

Sun Fire(TM) T1000, No Keyboard

Copyright 2008 ... All rights reserved.

OpenBoot 4.30.0.build_12***PROTOTYPE BUILD***, 2000 MB memory available,

Serial #69312178.

Ethernet address 0:14:4f:21:9e:b2, Host ID: 84219eb2.

Boot device: /pci@7c0/pci@0/pci@8/scsi@2/disk@0,0:a File and args:

zfs-file-system

Loading: /platform/SUNW,Sun-Fire-T1000/boot_archive

ramdisk-root hsfs-file-system

Loading: /platform/SUNW,Sun-Fire-T1000/kernel/sparcv9/unix

SunOS Release 5.11 64-bit

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

OpenBoot 4.30.0.build_12***PROTOTYPE BUILD***, 2000 MB memory available,

Serial #69312178.

Ethernet address 0:14:4f:21:9e:b2, Host ID: 84219eb2.

Boot device: /pci@7c0/pci@0/pci@8/scsi@2/disk@0,0:a File and args:

zfs-file-system

Loading: /platform/SUNW,Sun-Fire-T1000/boot_archive

ramdisk-root hsfs-file-system

Loading: /platform/SUNW,Sun-Fire-T1000/kernel/sparcv9/unix

SunOS Release 5.11 64-bit

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

os-io Hostname: t1000

t1000 console login:

SPARCベースシステムの対話式でのブート
対話式でのシステムのブートは、ブートプロセス中に代替カーネルまたは
/etc/systemファイルを指定する必要がある場合に役立ちます。システムを対話式で
ブートするには、次の手順を使用します。

例2–3
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▼ システムを対話式でブートする方法
ブート環境が 1つしかない SPARCベースシステムをブートするときに、代替の
/etc/systemファイルを指定する場合は、boot-aコマンドを使用して、システムを対
話式でブートできます。または、代替ブート環境を作成してブートすることによ
り、/etc/systemファイルの問題を解決できます。68ページの「SPARCプラット
フォームの ZFSブート環境からのブート」を参照してください。

/etc/systemファイルと boot/solaris/filelist.ramdiskファイルのバックアップコ
ピーを作成します。例:
# cp /etc/system /etc/system.bak

# cp /boot/solaris/filelist.ramdisk /boot/solaris/filelist.ramdisk.orig

etc/system.bakファイル名を /boot/solaris/filelist.ramdiskファイルに追加しま
す。
# echo "etc/system.bak" >> /boot/solaris/filelist.ramdisk

ブートアーカイブを更新します。
# bootadm update-archive -v

システムを okPROMプロンプトにします。

システムを対話式でブートします。
ok boot -a

次のように、システムプロンプトに応答します。

a. 代替のシステムファイルを指定して、Returnキーを押します。例:
Name of system file [etc/system]: /etc/system.bak

b. ルートファイルシステムを指定して、Returnキーを押します。

c. プロンプトが表示されたら、ルートデバイスの物理名を指定して、Returnキーを
押します。

情報を指定せずにReturnキーを押すと、システムのデフォルトが受け入れられま
す。

情報を求めるプロンプトがシステムで表示されない場合は、boot -aコマンドを正し
く入力しているかどうか確認してください。

システムを対話式でブートする
次の例では、利用できるデフォルトの選択例 ([]で囲まれた部分)を示します。boot

-aコマンドを使用して代替ファイルシステムをブートする方法と例については、
30ページの「システムを対話式でブートする方法」を参照してください。

1

2

3

4

5

6

7

例2–4
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ok boot -a

Boot device: /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a File and args: -a

Name of system file [/etc/system]:

SunOS Release 5.11 Version ... 64-bit

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Retire store [/etc/devices/retire_store] (/dev/null to bypass):

root filesystem type [zfs]:

Enter physical name of root device

[/pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a]:

Hostname: system1

Mar 11 17:15:20 svc.startd[9]: svc:/system/filesystem/local:default: \

Method "/lib/svc/method/fs-local" failed with exit status 95.

system1 console login: NIS domain name is solaris.us.oracle.com

NIS domain name is solaris.us.oracle.com

system1 console login:

指定された状態への SPARCベースシステムのブート
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システムのシャットダウン (手順)

この章では、システムのシャットダウンについての概要とタスク関連の情報を提供
します。SPARCベースシステムのシャットダウン手順は、x86ベースシステムの
シャットダウンの手順と同じです。ただし、出力例が異なる場合があります。

この章の内容は次のとおりです。

■ 33ページの「システムのシャットダウン (タスクマップ)」
■ 34ページの「システムのシャットダウンの概要」
■ 34ページの「システムのシャットダウンに関するガイドライン」
■ 36ページの「システムのシャットダウン」
■ 40ページの「システムデバイスの電源の切断」

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

x86ベースシステムのブートおよびシャットダウンについては、『x86プラット
フォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』を参照してください。

システムのシャットダウン (タスクマップ)
表 3–1 システムのシャットダウン:タスクマップ

タスク 説明 参照先

システムにログインしている
ユーザーを確認します。

システムが複数ユーザーに
よって使用されている
サーバーの場合は、 whoコマン
ドを使用して、システムにログ
インしているユーザーを確認し
ます。

36ページの「システムにログ
インしているユーザーを確認す
る方法」

3第 3 章
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表 3–1 システムのシャットダウン:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

shutdownコマンドを使用してシ
ステムをシャットダウンしま
す。

適切なオプションで shutdown

コマンドを使用してシステムを
シャットダウンしま
す。サーバーのシャットダウン
には、この方法が推奨されま
す。

37ページの「shutdownコマン
ドを使用してシステムを
シャットダウンする方法」

initコマンドを使用してシス
テムをシャットダウンします。

initコマンドを使用し、適切
な実行レベルを指定して、シス
テムをシャットダウンします。

39ページの「initコマンドを
使用してシステムをシャットダ
ウンする方法」

システムのシャットダウンの概要
Oracle Solarisは、電子メールやネットワークソフトウェアをいつでも利用できるよう
に、停止することなく動作するように設計されています。しかし、システム管理タ
スクを行う場合や緊急事態が発生した場合は、システムをシャットダウンして安全
に電源を切断できる状態にする必要があります。場合によっては、システムを一部
のシステムサービスしか利用できない中間の実行レベルまで移行する必要がありま
す。

次のような場合がそれに該当します。

■ ハードウェアを追加または削除する
■ 予定された停電に備える
■ ファイルシステムの保守を行う (バックアップなど)

システムの電源管理機能を使用する方法については、poweradm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

システムのシャットダウンに関するガイドライン
システムをシャットダウンするときは、次の点に注意してください。

■ システムをシャットダウンするには、shutdownまたは initコマンドを使用してく
ださい。どちらのコマンドも、すべてのシステムプロセスとサービスを正常に終
了させてから、システムを正常にシャットダウンします。

■ shutdownおよび initコマンドを使用するには、rootの役割である必要がありま
す。

■ shutdownおよび initコマンドはどちらも実行レベルを引数に指定します。

システムのシャットダウンの概要
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もっともよく使用される実行レベルは次の 3つです。
■ 実行レベル 3 –すべてのシステムリソースを使用でき、ユーザーもログインで
きます。デフォルトでは、システムをブートすると実行レベル 3になりま
す。通常の運用で使用されます。この実行レベルは、NFSリソースを共有する
マルチユーザー状態とも呼ばれます。

■ 実行レベル 6 –システムをシャットダウンして実行レベル 0にしたあと、SMB
またはNFSリソースを共有するマルチユーザーレベル (または inittabファイ
ルでデフォルトに指定された任意の実行レベル)にシステムをリブートしま
す。

■ 実行レベル 0 –オペレーティングシステムがシャットダウンされ、安全に電源
が切断されます。システムの設置場所を変更したり、ハードウェアを追加また
は削除したりする場合は、システムを実行レベル 0にする必要があります。

実行レベルについては、18ページの「実行レベルの動作」で詳細に説明されてい
ます。

システムシャットダウンコマンド
shutdownおよび initコマンドが、システムのシャットダウンに使用される主なコマ
ンドです。どちらのコマンドも、システムを正常にシャットダウンします。そのた
め、ファイルシステムに対するすべての変更がディスクに書き込まれ、さらにすべ
てのシステムサービス、プロセス、およびオペレーティングシステムが正常に終了
します。

システムをオフにしてオンにすることは、正常な状態のシャットダウンではありま
せん。これは、システムサービスが突然終了するためです。しかし、緊急時に
は、これらの方法が必要となる場合もあります。

次の表に、各種シャットダウンコマンドとその用途を要約します。

表 3–2 シャットダウンコマンド

コマンド 説明 どのような場合に使用するか

shutdown initプログラムを呼び出してシス
テムをシャットダウンする実行可
能ファイル。デフォルトでは、シ
ステムは実行レベル Sに移行しま
す。

このコマンドは、実行レベル 3で動作して
いるサーバーをシャットダウンするために
使用します。

init すべてのアクティブなプロセスを
終了し、ディスクを同期させてか
ら実行レベルを変更する実行可能
ファイル。

このコマンドは高速なシステムシャットダ
ウンを提供します。このコマンドは、ほか
のユーザーが影響を受けないスタンドアロ
ンシステムのシャットダウンに適していま
す。

システムのシャットダウンに関するガイドライン
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表 3–2 シャットダウンコマンド (続き)
コマンド 説明 どのような場合に使用するか

reboot ディスクを同期させ、ブート命令
を uadminシステムコールに渡す実
行可能ファイル。このシステム
コールによってプロセッサが停止
します。

initコマンドを使用するのが望ましい方法
です。

halt、poweroff ディスクを同期させ、プロセッサ
を停止する実行可能ファイル。

すべてのプロセスがシャットダウンされる
わけではなく、また残りのファイルシステ
ムのマウントも解除されないため、お勧め
しません。正常なシャットダウンを行わず
にサービスを停止する操作は、緊急時また
はほとんどのサービスがすでに停止してい
る場合に限って行うべきです。

システムのシャットダウン
次の手順と例は、shutdownおよび initコマンドを使用してシステムをシャットダウ
ンする方法について説明したものです。

▼ システムにログインしているユーザーを確認する
方法
マルチユーザーのタイムシェアリングシステムとして使用されているOracle Solaris
システムでは、システムをシャットダウンする前に、システムにログインしている
ユーザーがいるかどうかの確認が必要になることがあります。このような場合は次
の手順を使用します。

システムにログインしているユーザーを確認するには、次のように whoコマンドを使
用します。
$ who

holly console May 7 07:30

kryten pts/0 May 7 07:35 (starlite)

lister pts/1 May 7 07:40 (bluemidget)

■ 1列目のデータはログインしているユーザーのユーザー名を示します。
■ 2列目のデータはログインしているユーザーの端末回線を示します。
■ 3列目のデータはユーザーがログインした日時を示します。
■ 4列目のデータ (存在する場合)は、ユーザーがリモートシステムからログインし
ているときのホスト名を示します。

●

システムのシャットダウン
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▼ shutdownコマンドを使用してシステムを
シャットダウンする方法

rootの役割になります。

マルチユーザーサーバーのシャットダウンの場合は、システムにログインしている
ユーザーがいるかどうかを確認します。
# who

注 –この手順は条件付きで、システムがマルチユーザータイムシェアリングシステム
である場合のみ必要で、新しいOracle Solarisサーバーおよびプロセッサをシャット
ダウンするときには通常使用されません。

システムをシャットダウンします。
# shutdown -iinit-state -ggrace-period -y

-i init-state システムをデフォルトの Sとは異なる init状態にしま
す。0、1、2、5、6のいずれかを指定できます。

実行レベル 0および 5は、システムのシャットダウン用に予約され
た状態です。実行レベル 6はシステムをリブートします。実行レベ
ル 2はマルチユーザーオペレーティング状態として使用できます。

-ggrace-period システムがシャットダウンするまでの時間 (秒)を示します。デ
フォルト値は 60秒です。

-y ユーザーの介入なしにシャットダウンを継続します。それ以外の場
合、シャットダウンを継続するかどうか 60秒後に尋ねられます。

詳細は、shutdown(1M)のマニュアルページを参照してください。

シャットダウンを継続するかどうか尋ねられたら、yを入力します。
Do you want to continue? (y or n): y

-yオプションを指定した場合、このプロンプトは表示されません。

プロンプトが表示されたら、rootパスワードを入力します。
Type Ctrl-d to proceed with normal startup,

(or give root password for system maintenance): xxxxxx

システム管理タスクの実行が完了したら、Ctrl + Dを押して、デフォルトのシステム
実行レベルに戻ります。

次の表を使用して、システムが shutdownコマンドで指定した実行レベルに移行した
ことを確認します。

1

2

3

4

5

6

7
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指定した実行レベル SPARCシステムのプロンプト

S (シングルユーザー状態) #

0 (電源切断可能) okまたは >

実行レベル 3 (リモートリソースを共有するマ
ルチユーザー状態)

hostname console login:

shutdownコマンドを使用してマルチユーザーサーバーをシングル
ユーザー状態 (実行レベル S)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、SPARCベースシステムを 3分後に実行
レベル S (シングルユーザー状態)にしています。

# who

root console Jun 14 15:49 (:0)

# shutdown -g180 -y

Shutdown started. Mon Jun 14 15:46:16...

Broadcast Message from root (pts/4) on venus Mon Jun 14 15:46:16...

The system venus will be shut down in 3 minutes .

.

.

Broadcast Message from root (pts/4) on venus Mon Jun 14 15:46:16...

The system venus will be shut down in 30 seconds .

.

.

INIT: New run level: S

The system is coming down for administration. Please wait.

Unmounting remote filesystems: /vol nfs done.

.

.

.

Jun 14 15:49:00 venus syslogd: going down on signal 15

Killing user processes: done.

Requesting System Maintenance Mode

SINGLE USER MODE

Root password for system maintenance (control-d to bypass): xxxxxx

single-user privilege assigned to /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

.

.

.

shutdownコマンドを使用してシステムをシャットダウン状態 (実行レベ
ル 0)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、追加の確認を求めずに SPARCベースシ
ステムを 5分後に実行レベル 0にしています。

例3–1

例3–2

システムのシャットダウン

SPARCプラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月38



# shutdown

Shutdown started. Thu Jun 17 12:40:25...

Broadcast Message from root (console) on pretend Thu Jun 17 12:40:25...

The system pretend will be shut down in 5 minutes

.

.

.

Changing to init state 0 - please wait

#

INIT: New run level: 0

The system is coming down. Please wait.

System services are now being stopped.

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

Type help for more information

ok

システムをシャットダウンした理由にかかわらず、すべてのファイルリソースが利
用可能かつユーザーがログイン可能な、実行レベル 3にシステムが戻ることを想定
しているでしょう。システムをマルチユーザー状態に戻す手順については、
27ページの「マルチユーザー状態 (実行レベル 3)への SPARCベースシステムの
ブート」を参照してください。

▼ initコマンドを使用してシステムをシャットダウ
ンする方法
スタンドアロンシステムをシャットダウンする必要がある場合は、次の手順を実行
します。

rootの役割になります。

システムをシャットダウンします。
# init 5

詳細は、init(1M)のマニュアルページを参照してください。

initコマンドを使用してシステムをシャットダウン状態 (実行レベル 0)
にする

この例では、initコマンドを使用して、システムの電源を安全に切断できるレベル
にします。

参照

1

2

例3–3

システムのシャットダウン
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# init 0

#

INIT: New run level: 0

The system is coming down. Please wait.

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... [11] [10] [3] done

Press any key to reboot

システムをシャットダウンした理由にかかわらず、すべてのファイルリソースが利
用可能かつユーザーがログイン可能な、実行レベル 3にシステムが戻ることを想定
しているでしょう。システムをマルチユーザー状態に戻す手順については、マルチ
ユーザー状態 (実行レベル 3)への SPARCベースシステムのブートを参照してくださ
い。

システムデバイスの電源の切断
次のようなときは、システムデバイスの電源を切断する必要がある場合がありま
す。

■ ハードウェアを置換または追加する。
■ システムをある場所から別の場所に移動する。
■ 予定された停電や自然災害 (接近中の雷雨など)に備える。

デバイスの電源の切断については、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/

documentation/index.htmlにある製品ドキュメント内の指定されたハードウェアに対
する手順を参照してください。

参照

システムデバイスの電源の切断
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SPARCベースシステムのリブート (手順)

この章では、Oracle Solarisの高速リブート機能に関する情報を含め、SPARCベース
システムをリブートするためのさまざまな方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 41ページの「SPARCベースシステムのリブート (タスクマップ)」
■ 42ページの「SPARCベースシステムのリブート」
■ 44ページの「SPARCベースシステムのリブート処理の高速化」

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

x86ベースシステムのリブートについては、『x86プラットフォーム上のOracle
Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 4章「x86ベースシステムのリブート
(タスク)」を参照してください。

SPARCベースシステムのリブート (タスクマップ)
表 4–1 SPARCベースシステムのリブート:タスクマップ

タスク 説明 参照先

initコマンドを使用して
SPARCベースシステムをリ
ブートします。

initコマンドを使用して実行
レベルの移行を開始しま
す。initコマンドを使用して
システムをリブートする場合
は、マルチユーザーのシステム
状態として実行レベル
2、3、および 4を使用できま
す。

43ページの「initコマンドを
使用してシステムをリブートす
る方法」
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表 4–1 SPARCベースシステムのリブート:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

rebootコマンドを使用して
SPARCベースシステムをリ
ブートします。

rebootコマンドを使用して
カーネルを再起動し、システム
をマルチユーザー状態にしま
す。

44ページの「rebootコマンド
を使用してシステムをリブート
する方法」

SPARCシステムの高速リ
ブートをブートします。

高速リブート機能が有効でない
場合は、rebootコマンドに -f

オプションを指定して使用し
て、SPARCベースシステムの
高速リブートを開始します。

高速リブート機能が有効化済み
の場合は、rebootコマンドまた
は init 6コマンドを使用する
と、SPARCベースシステムの
高速リブートを自動的に開始で
きます。

44ページの「SPARCシステム
の高速リブートを開始する方
法」

高速リブートを SPARCベース
システムでのデフォルト動作に
します。

SPARCベースシステムで高速
リブート機能はサポートされて
いますが、デフォルトで無効化
されています。boot-config

サービスを構成すると、SPARC
システムの高速リブートをデ
フォルトで実行できます。

45ページの「高速リブート機
能のデフォルト動作の変更」

高速リブートが有効化済みのシ
ステムの標準リブートを開始し
ます。

高速リブート機能が有効に
なっているシステムの標準リ
ブートを実行するには、reboot

コマンドを -pオプションとと
もに使用します。

45ページの「高速リブートが
有効化済みのシステムの標準リ
ブートの開始」

SPARCベースシステムのリブート
システムをリブートするには、initコマンドまたは rebootコマンドを使用できま
す。

システムは常に定義済み実行レベルの 1つで動作します。実行レベルは initプロセ
スによって維持されるため、実行レベルは「init状態」と呼ばれることもありま
す。initコマンドを使用すると、実行レベルの移行を開始できます。initコマンド
を使用してシステムをリブートする場合は、マルチユーザーのシステム状態として
実行レベル 2、3、および 4を使用できます。

rebootコマンドはカーネルを再起動します。カーネルは PROMモニターによってメ
モリーに読み込まれ、読み込まれたカーネルに制御が渡されます。rootユーザーは
いつでも rebootコマンドを使用できますが、サーバーのリブートなどの特定の状況

SPARCベースシステムのリブート

SPARCプラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月42



では、システムにログインしているすべてのユーザーにすぐにサービスが失われる
ことを警告するために、通常は最初に shutdownコマンドが使用されます。詳細
は、第 3章「システムのシャットダウン (手順)」を参照してください。

▼ initコマンドを使用してシステムをリブートする
方法
initコマンドは、システム上のすべてのアクティブなプロセスを終了し、ディスク
を同期させてから実行レベルを変更する実行可能シェルスクリプトです。

rootの役割になります。

システムをリブートします。

■ /etc/inittabファイルの initdefaultエントリによって定義された状態にシステ
ムをリブートするには、次のコマンドを入力します。
# init 6

■ システムをマルチユーザー状態にリブートするには、次のコマンドを入力しま
す。
# init 2

initコマンドを使用してシステムをシングルユーザー状態 (実行レベル
S)にする

この例では、initコマンドを使用して、システムをシングルユーザー状態 (実行レベ
ル S)にしています。

# init s

#

INIT: New run level: S

The system is coming down for administration. Please wait.

Unmounting remote filesystems: /vol nfs done.

Print services stopped.

syslogd: going down on signal 15

Killing user processes: done.

SINGLE USER MODE

Root password for system maintenance (control-d to bypass): xxxxxx

single-user privilege assigned to /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

#

1

2

例4–1
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▼ rebootコマンドを使用してシステムをリブートす
る方法

rootの役割になります。

システムをリブートします。
# reboot

SPARCベースシステムのリブート処理の高速化
Oracle Solarisの高速リブート機能が SPARCプラットフォーム上でサポートされるよ
うになりました。つまり、rebootコマンドの -fオプションを使用して一部の POST
検査を省略することでブートプロセスを高速化できます。

SPARCベースシステムの高速リブート機能は、x86ベースシステムとは異なる方法で
動作します。x86ベースシステムでは、高速リブートはデフォルトです。一
方、SPARCベースシステムでは、この動作は有効になっていますが、高速リブート
を開始するには rebootコマンドの -fオプションを使用する必要があります。ま
た、SPARC上の高速リブートは特定の SPARCベースシステムにのみ適用されま
す。sun4vシステムでは、リブートは POSTを伴わないハイパーバイザリブートであ
るため、高速リブートは不要です。

高速リブート機能は SMFを介して管理され、ブート構成サービ
ス、svc:/system/boot-configによって実装されます。boot-configサービスは、デ
フォルトのブート構成プロパティーを設定または変更する手段を提供しま
す。config/fastreboot_defaultプロパティーを trueに設定すると、reboot -fコマ
ンドを使用する必要なく、システムは高速リブートを自動的に実行します。SPARC
プラットフォームでは、このプロパティーの値はデフォルトで falseに設定されてい
ます。

高速リブートを SPARCベースシステムのデフォルト動作にするには、svccfgおよび
svcadmコマンドを使用します。手順については、45ページの「高速リブート機能の
デフォルト動作の変更」を参照してください。

注 – SPARCベースシステムでは、boot-configサービスに、action_authorizationお
よび value_authorizationとして solaris.system.shutdown権限も必要です。

▼ SPARCシステムの高速リブートを開始する方法
boot-configサービスの config/fastreboot_defaultプロパティーが falseに設定さ
れている場合 (デフォルトの動作)は、次の手順を使用して SPARCベースシステムの

1

2
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高速リブートを開始します。システムのリブート時に高速リブートが自動的に実行
されるように、高速リブート機能のデフォルト動作を変更するには、45ページ
の「高速リブート機能のデフォルト動作の変更」を参照してください。

rootの役割になります。

次のコマンドを入力してシステムの高速リブートを開始します。
# reboot -f

高速リブート機能のデフォルト動作の変更
boot-configサービスの config/fastreboot_defaultプロパティーを使用する
と、rebootコマンドまたは init 6コマンドのいずれかが使用されている場合のシス
テムの自動高速リブートが有効になります。config/fastreboot_defaultプロパ
ティーを trueに設定すると、システムは高速リブートを自動的に実行するた
め、reboot -fコマンドを使用する必要はありません。デフォルトでは、SPARCシス
テム上でこのプロパティーの値は falseに設定されてます。

例 4–2 SPARC: boot-configサービスのプロパティーの構成

boot-configサービスの一部であるプロパティーを構成するには、svccfgおよび
svcadmコマンドを使用します。

SPARCベースシステム上でプロパティーの値を trueに設定するには、次のコマンド
を入力します。

# svccfg -s "system/boot-config:default" setprop config/fastreboot_default=true

# svcadm refresh svc:/system/boot-config:default

プロパティーの値を trueに設定すると、特定の POST検査をバイパスすることでリ
ブートプロセスが高速化されます。このプロパティーを trueに設定すると、reboot

コマンドで-fオプションを使用して高速リブートをブートする必要はありません。

SMFを介したブート構成サービスの管理については、svcadm(1M)および svccfg(1M)
のマニュアルページを参照してください。

高速リブートが有効化済みのシステムの標準リ
ブートの開始
boot-configサービスのプロパティーを再構成せずに、Oracle Solarisの高速リブート
機能を有効化した SPARCベースシステムをリブートするには、次のように rebootコ
マンドの -pオプションを使用します。

# reboot -p

1

2
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SPARCベースシステムのネットワークか
らのブート (手順)

この章では、SPARCベースシステムのネットワークからのブートに関する概要情
報、ガイドライン、および作業について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 47ページの「SPARCベースシステムのネットワークからのブート (作業
マップ)」

■ 48ページの「SPARCシステムをネットワークからブートする」

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

x86ベースシステムのネットワークからのブートについては、『x86プラット
フォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 5章「x86ベースシ
ステムのネットワークからのブート (作業)」を参照してください。

SPARCベースシステムのネットワークからのブート (作業
マップ)

表 5–1 SPARCベースシステムのネットワークからのブート:作業マップ

タスク 説明 参照先

OBP PROMにネットワーク
ブート引数を追加して、広域
ネットワーク (WAN)ブートを
使用可能にします。

eepromユーティリティーの
network-boot-argumentsパラ
メータを設定することに
よって、WANブートを実行す
るときに使用するネットワーク
ブートプロトコルについての情
報を保存します。

50ページの「OpenBoot PROM
でのネットワークブート引数の
指定方法」
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表 5–1 SPARCベースシステムのネットワークからのブート:作業マップ (続き)
タスク 説明 参照先

NVRAM別名を設定し
て、DHCPネットワークプロト
コルを使用することによって
SPARCベースシステムを自動
的にブートします。

NVRAM別名を設定することに
よって、システムリブート後に
使用するネットワークブートプ
ロトコルの情報を保存します。

51ページの「DHCPを使用して
自動ブートするためのNVRAM
別名の設定」

SPARCシステムをネット
ワークからブートします。

予備的な作業を実行したあ
と、bootコマンドを使用し
て、SPARCベースステムを
ネットワークからブートしま
す。

51ページの「SPARCベースシ
ステムをネットワークから
ブートする方法」

SPARCシステムをネットワークからブートする
次の理由により、システムのネットワークからのブートが必要になることがありま
す。

■ Oracle Solarisをインストールするため
■ 復旧のため

Oracle Solarisで使用されるネットワーク構成ブート方法は動的ホスト構成プロトコル
(DHCP)です。

このOracle SolarisリリースでのDHCPの動作に関する一般的な情報と、DHCP
サーバーを設定するための具体的な情報については、『Oracle Solarisの管理: IP
サービス』のパート II「DHCP」を参照してください。

SPARCネットワークブートプロセス
ネットワークデバイスの場合、ローカルエリアネットワーク (LAN)上でブートする
プロセスとWAN上でブートするプロセスは多少異なっています。どちらのネット
ワークブートシナリオでも、PROMによってブーター (この場合 inetboot)がブート
サーバーまたはインストールサーバーからダウンロードされます。

LAN上でブートするとき、ファームウェアはDHCPを使用して、ブートサーバーと
インストールサーバーのいずれかを検出します。次に、Trivial File Transfer Protocol
(TFTP)が使用されて、ブーター (この場合 inetboot)がダウンロードされます。

WAN上でブートするときは、ファームウェアはDHCPまたはNVRAMプロパ
ティーを使用して、システムをネットワークからブートするために必要なインス
トールサーバー、ルーター、およびプロキシを検出します。ブーターのダウン
ロードに使用されるプロトコルはHTTPです。さらに、定義済みの非公開鍵を
使ってブーターの署名が確認される場合もあります。
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SPARCベースステムをネットワークからブートす
るための要件
ブートサーバーが利用できれば、どのようなシステムもネットワークからブートで
きます。スタンドアロンのシステムがローカルディスクからブートできない場
合、そのシステムを復旧目的でネットワークからブートしなければならないことが
あります。

■ Oracle Solarisを復旧目的でインストールするために SPARCベースシステムの
ネットワークブートを実行するには、DHCPサーバーが必要です。
クライアントのネットワークインタフェースの構成に必要な情報は、DHCP
サーバーから提供されます。自動インストーラ (AI)サーバーを設定している場合
は、そのサーバーもDHCPサーバーにすることができます。または、別のDHCP
サーバーを設定できます。詳細については、『Oracle Solarisの管理: IPサービ
ス』のパート II「DHCP」を参照してください。

■ また、tftpサービスを提供するブートサーバーも必要です。

OpenBoot PROMへのネットワークブート引数の設
定
eepromユーティリティーの network-boot-argumentsパラメータを使用すれば、WAN
ブートを実行するときに PROMによって使用される構成パラメータを設定できま
す。PROMに設定したネットワークブート引数は、あらゆるデフォルト値よりも優
先されます。DHCPを使用する場合、これらの引数も、所定のパラメータについて
DHCPサーバーによって提供された構成情報よりも優先されます。

ネットワークからブートするようにOracle Solarisシステムを手動で構成する場
合、システムがブートするために必要なすべての情報をクライアントシステムに提
供する必要があります。

PROMが必要な情報には次のものが含まれます。

■ ブートクライアントの IPアドレス
■ ブートファイルの名前
■ ブートファイルイメージを提供するサーバーの IPアドレス

さらに、使用するデフォルトルーターのサブネットマスクおよび IPアドレスを提供
することが必要な場合もあります。

ネットワークブートで使用する構文は次のとおりです。

[protocol,] [key=value,]*

protocol 使用するアドレス検索プロトコルを指定します。

SPARCシステムをネットワークからブートする
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key=value 構成パラメータを属性ペアとして指定します。

次の表に、network-boot-argumentsパラメータに指定できる構成パラメータを示しま
す。

パラメータ 説明

tftp-server TFTPサーバーの IPアドレス。

ファイル TFTPを使ってダウンロードするファイル、ま
たはWANブートのURL。

host-ip クライアントの IPアドレス (ドット区切り 10進
表記)。

router-ip デフォルトのルーターの IPアドレス (ドット区
切り 10進表記)。

subnet-mask サブネットマスク (ドット区切り 10進表記)

client-id DHCPクライアント識別子

hostname DHCPトランザクションに使用するホスト名

http-proxy HTTPプロキシサーバー指定 (IPADDR[: PORT])

tftp-retries TFTPの最大リトライ回数

dhcp-retries DHCPの最大リトライ回数

▼ OpenBoot PROMでのネットワークブート引数の指定方法
システムをネットワークからブートするために必要なすべての予備的作業を完了し
ます。詳細は、49ページの「SPARCベースステムをネットワークからブートするた
めの要件」を参照してください。

ネットワークからブートするシステム上で、rootの役割になります。

network-boot-argumentsパラメータに適切な値を指定します。
# eeprom network-boot-arguments="protocol,hostname=hostname"

たとえば、ブートプロトコルとしてDHCPを使用し、ホスト名
mysystem.example.comを使用するには、network-boot-argumentsパラメータの値を次
のように設定します。

# eeprom network-boot-arguments="DHCP,hostname=mysystem.example.com"

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

始める前に

1

2

3
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ネットワークからシステムをブートします。
ok boot net

注 –この方法で network-boot-argumentsパラメータを指定した場合、PROMコマンド
行で引数を指定する必要はありません。指定すると、指定済みの
network-boot-argumentsパラメータに設定されたほかの値は無視されます。

DHCPを使用して自動ブートするためのNVRAM別
名の設定
Oracle Solaris 11では、Oracle Solarisをインストールするためにネットワークから
ブートするとき、使用されるネットワーク構成ブート方法はDHCPです。DHCPを
使用してシステムをネットワークからブートするには、DHCPブートサーバーを
ネットワーク上で利用できる必要があります。

bootコマンドを実行するとき、DHCPプロトコルを使用した SPARCベースシステム
ブートを指定できます。あるいは、NVRAM別名を設定することによって、システ
ムをリブートしてもこの情報を PROMレベルで保存できます。

次の nvaliasコマンドの例では、デフォルトでDHCPを使ってブートするよう
に、ネットワークデバイスの別名を設定します。

ok nvalias net /pci@1f,4000/network@1,1:dhcp

結果として、boot netと入力するだけで、システムは DHCPを使用してブートしま
す。

注意 – nvaliasコマンドと nvunaliasコマンドの構文を十分理解するまでは、nvaliasコ
マンドを使用して NVRAMRCファイルを変更しないでください。

▼ SPARCベースシステムをネットワークからブート
する方法
■ DHCP構成を設定するための前提条件となるタスクをすべて実行します。

49ページの「SPARCベースステムをネットワークからブートするための要件」を
参照してください。

■ Oracle Solarisをインストールするためにシステムをネットワーク経由でブートす
る場合は、最初にAIクライアントイメージをダウンロードし、そのイメージに基
づいてインストールサービスを作成します。手順については、『Oracle Solaris 11
システムのインストール』のパート III「インストールサーバーを使用したインス
トール」を参照してください。

4

始める前に
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rootの役割になります。

必要な場合、システムをok PROMプロンプトにします。
# init 0

「install」フラグを付けずにネットワークからシステムをブートします。
ok boot net:dhcp

注 –デフォルトでDHCPを使用してブートするようにPROM設定を変更した場
合、次に示すように boot netと指定するだけでかまいません。

ok boot net

1
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3
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SPARCベースシステムでのブートパラ
メータの変更 (手順)

この章では、SPARCベースシステムのデフォルトのブート動作を変更するためのタ
スク関連の情報を提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 54ページの「SPARCベースシステムでのブートパラメータの変更 (タスク
マップ)」

■ 55ページの「SPARCベースシステムでのブートパラメータの変更」

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)サービスプロセッサ上の SPARCブート
モードプロパティーを構成する必要がある場合は、http://download.oracle.com/

docs/cd/E19166-01/E20792/z40003d6165586.html#scrolltocにあるハードウェアのド
キュメントを参照してください。

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

x86ベースシステムのブートパラメータの変更については、『x86プラットフォーム
上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 6章「x86ベースシステム上
のブートパラメータの変更 (タスク)」を参照してください。
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SPARCベースシステムでのブートパラメータの変更 (タス
クマップ)

表 6–1 SPARCベースシステムでのブートパラメータの変更:タスクマップ

タスク 説明 参照先

SPARCベースシステムの
PROMリビジョン番号を確認し
ます。

システムの PROMリビジョン
番号を表示するには、ok PROM
プロンプトで bannerコマンド
を使用します。

55ページの「システムの
PROMリビジョン番号を確認す
る方法」

ブート可能な SPARCベースシ
ステム上のデバイスを確認しま
す。

ブート PROMを使用して
ブート動作を変更する前に、シ
ステム上のデバイスを確認しま
す。

55ページの「システム上のデ
バイスを確認する方法」

SPARCベースシステムの現在
のブートデバイスを表示しま
す。

この手順を使用して、システム
のブート元となる現在のデ
フォルトのブートデバイスを調
べます。

57ページの「デフォルトの
ブートデバイスを調べる方法」

SPARCベースシステムのデ
フォルトのブートデバイスを変
更します。

デフォルトのブートデバイスを
変更するには、次のいずれかの
方法を使用します。
■ ok PROMプロンプトで

boot-deviceパラメータを
変更する。

■ eepromコマンドを使用して
boot-deviceパラメータを
変更する。

58ページの「ブート PROMを
使用してデフォルトのブートデ
バイスを変更する方法」

59ページの「eeprom

ユーティリティーを使用してデ
フォルトのブートデバイスを変
更する方法」

SPARCベースシステムのデ
フォルトのブートファイルまた
はカーネルを変更します。

システムがブートするデフォル
トのカーネルを変更するに
は、次のいずれかの方法を使用
します。
■ ブート PROMを使用して

boot-fileパラメータを変
更する。

■ eepromコマンドを使用して
boot-fileパラメータを変
更する。

60ページの「ブート PROMを
使用してデフォルトのブート
ファイルを変更する方法」

60ページの「eeprom

ユーティリティーを使用してデ
フォルトのブートファイルを変
更する方法」
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SPARCベースシステムでのブートパラメータの変更
ブート PROMは、SPARCベースシステムをブートし、ブートパラメータを変更する
ために使用されます。たとえば、ブート元のデバイスをリセットしたり、デフォル
トのブートファイルまたはカーネルを変更したり、ハードウェア診断を実行してか
らシステムをマルチユーザー状態にしたりすることが必要な場合もあります。

次のいずれかのタスクを行う必要がある場合は、デフォルトのブートデバイスを変
更する必要があります。

■ 新しいドライブを永久または一時的にシステムに追加します
■ ネットワークブート方法を変更します
■ スタンドアロンシステムを一時的にネットワークからブートします

すべての PROMコマンドについては、monitor(1M)および eeprom(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

▼ システムのPROMリビジョン番号を確認する方法
システムを okPROMプロンプトにします。
詳細については、39ページの「initコマンドを使用してシステムをシャットダウン
する方法」を参照してください。

システムのPROMリビジョン番号を表示するには、bannerコマンドを使用します。
ok banner

▼ システム上のデバイスを確認する方法
システム上のデバイスを確認してブート元となる適切なデバイスを調べることが必
要な場合があります。

probeコマンドを使用してシステムに接続されているデバイスを安全に確認するため
には、次のことを行なっておく必要があります。

■ PROMの auto-boot?パラメータを falseに変更します。

ok setenv auto-boot? false

■ reset-allコマンドを発行して、システムのレジスタをクリアします。

ok reset-all

sifting probeコマンドを使用すると、システム上で利用可能な probeコマンドを表
示できます。

ok sifting probe

1

2
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システムのレジスタをクリアしないで probeコマンドを実行すると、次のメッセージ
が表示されます。

ok probe-scsi

This command may hang the system if a Stop-A or halt command

has been executed. Please type reset-all to reset the system

before executing this command.

Do you wish to continue? (y/n) n

システム上のデバイスを確認します。
ok probe-device

(省略可能)電源障害後や resetコマンドの使用後にシステムをリブートするようにす
るには、auto-boot?パラメータを trueにリセットします。
ok setenv auto-boot? true

auto-boot? = true

システムをマルチユーザー状態にブートします。
ok reset-all

システム上のデバイスを確認する

次の例は、システムに接続されているデバイスの確認方法を示しています。

ok setenv auto-boot? false

auto-boot? = false

ok reset-all

SC Alert: Host System has Reset

Sun Fire T200, No Keyboard

.

.

.

OpenBoot 4.30.4.a, 16256 MB memory available, Serial #69069018.

Ethernet address 0:14:4f:1d:e8:da, Host ID: 841de8da.

ok probe-ide

Device 0 ( Primary Master )

Removable ATAPI Model: MATSHITACD-RW CW-8124

Device 1 ( Primary Slave )

Not Present

Device 2 ( Secondary Master )

Not Present

Device 3 ( Secondary Slave )

Not Present

ok setenv auto-boot? true

auto-boot? = true

1

2

3
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別の方法として、devaliasコマンドを使うと、システムに接続されている「可能性
のある」デバイスの別名と関連パスを確認できます。例:

ok devalias

ttya /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0/isa@2/serial@0,3f8

nvram /virtual-devices/nvram@3

net3 /pci@7c0/pci@0/pci@2/network@0,1

net2 /pci@7c0/pci@0/pci@2/network@0

net1 /pci@780/pci@0/pci@1/network@0,1

net0 /pci@780/pci@0/pci@1/network@0

net /pci@780/pci@0/pci@1/network@0

ide /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0/ide@8

cdrom /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0/ide@8/cdrom@0,0:f

disk3 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@3

disk2 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@2

disk1 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@1

disk0 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0

disk /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0

scsi /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2

virtual-console /virtual-devices/console@1

name aliases

▼ デフォルトのブートデバイスを調べる方法

システムを okPROMプロンプトにします。

詳細については、39ページの「initコマンドを使用してシステムをシャットダウン
する方法」を参照してください。

デフォルトのブートデバイスを確認します。
ok printenv boot-device

boot-device ブートするデバイスを設定するパラメータを示します。

詳細は、printenv(1B)のマニュアルページを参照してください。

次のような形式で、デフォルトの boot-deviceが表示されます。

boot-device = /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a

boot-deviceパラメータがネットワークブートデバイスを指定する場合、出力は次の
ようになります。

boot-device = /sbus@1f,0/SUNW,fas@e,8800000/sd@a,0:a \

/sbus@1f,0/SUNW,fas@e,8800000/sd@0,0:a disk net

1

2
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▼ ブートPROMを使用してデフォルトのブートデバ
イスを変更する方法
デフォルトのブートデバイスをほかのデバイスに変更するには、まずシステム上の
デバイスを確認しておく必要があります。システム上のデバイスを確認する方法に
ついては、55ページの「システム上のデバイスを確認する方法」を参照してくださ
い。

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

boot-deviceパラメータの値を変更します。
ok setenv boot-device device[n]

device[n] boot-deviceの値 (diskまたは networkなど)を設定します。nには
ディスク番号を指定できます。ディスク番号を確認する必要がある場
合は、probeコマンドのいずれかを使用します。

デフォルトのブートデバイスが変更されていることを確認します。
ok printenv boot-device

新しい boot-device値を保存します。
ok reset-all

新しい boot-device値が PROMに書き込まれます。

ブート PROMを使用してデフォルトのブートデバイスを変更する

この例では、デフォルトのブートデバイスをディスクに設定しています。

# init 0

#

INIT: New run level: 0

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

ok setenv boot-device /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0

boot-device = /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0

ok printenv boot-device

boot-device /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0

ok boot

Resetting ...

screen not found.

Can’t open input device.

始める前に

1
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Keyboard not present. Using ttya for input and output.

.

.

.

Rebooting with command: boot disk1

Boot device: /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0 File and args:

この例では、デフォルトのブートデバイスをネットワークに設定しています。

# init 0

#

INIT: New run level: 0

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

ok setenv boot-device net

boot-device = net

ok printenv boot-device

boot-device net disk

ok reset

.

.

.

Boot device: net File and args:

pluto console login:

▼ eepromユーティリティーを使用してデフォルト
のブートデバイスを変更する方法

rootの役割になります。

ブートする代替デバイスを指定します。
# eeprom boot-device new-boot-device

新しいブートパラメータが設定されていることを確認します。
# eeprom boot-device

この出力には、boot-deviceパラメータの新しい eeprom値が表示されるはずです。

1

2

3
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▼ ブートPROMを使用してデフォルトのブート
ファイルを変更する方法

システムを実行レベル 0にします。
# init 0

ok PROMプロンプトが表示されます。詳細は、init(1M)のマニュアルページを参照
してください。

boot-fileプロパティーを代替のブートファイルまたはカーネルに設定します。
ok setenv boot-file boot-file

デフォルトのブートファイルまたはカーネルが変更されていることを確認します。
ok printenv boot-file

新しい boot-file値を保存します。
ok reset-all

新しい boot-file値が PROMに書き込まれます。

▼ eepromユーティリティーを使用してデフォルト
のブートファイルを変更する方法

rootの役割になります。

ブートする代替ブートファイルまたはカーネルを指定します。
# eeprom boot-file new boot-file

例:

# eeprom boot-file=kernel.name/sparcv9/unix

デフォルトのブートファイルが変更されていることを確認します。
# eeprom boot-file

この出力には、指定したパラメータの新しい eeprom値が表示されるはずです。

1
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SPARCプラットフォームでの ZFSブート
環境の作成と管理、およびこのブート環
境からのブート (手順)

この章では、SPARCベースシステム上で ZFSブート環境 (BEとも呼ばれる)の作成と
管理、およびこのブート環境からのブートを行う方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 62ページの「ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境からのブート
(タスクマップ)」

■ 63ページの「ブート環境の作成と管理」
■ 68ページの「SPARCプラットフォームの ZFSブート環境からのブート」

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

x86ベースシステムでの ZFSブート環境からのブートについては、『x86プラット
フォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 7章「x86プラット
フォーム上での ZFSブート環境の作成、管理、およびこのブート環境からのブート
(タスク)」を参照してください。

ブート環境の管理については、『Oracle Solaris 11ブート環境の作成と管理』を参照
してください。
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ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境か
らのブート (タスクマップ)

表 7–1 ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境からのブート:タスクマップ

タスク 説明 参照先

ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセット
の一覧を表示します。

ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセット
の一覧を表示するには、beadm

listコマンドを使用します。

66ページの「使用可能な
ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセット
の一覧を表示する方法」

新しいブート環境を作成しま
す。

beadm createコマンドを使用し
て新しいブート環境を作成しま
す。

63ページの「新しいブート環
境を作成する方法」

ブート環境のスナップショット
を作成します。

beadm create beName@snapshot
コマンドを使用して既存の
ブート環境のスナップショット
を作成します。

65ページの「ブート環境のス
ナップショットの作成方法」

既存のスナップショットから
ブート環境を作成します。

beadmコマンドを使用して既存
のスナップショットから新しい
ブート環境を作成します。

65ページの「既存のスナップ
ショットからブート環境を作成
する方法」

新しく作成されたブート環境を
アクティブにします。

beadm activateコマンドを使用
して、新しく作成されたブート
環境をアクティブにします。

65ページの「新しく作成され
たブート環境をアクティブにす
る方法」

ブートシーケンス中に SPARC
ベースシステム上のブート環境
とデータセットの一覧を表示し
ます。

システム上のブート環境の一覧
をブートシーケンス中に表示す
るには、bootコマンドで -Lオ
プションを指定します。

69ページの「SPARC:ブート
シーケンス中に使用可能な
ブート環境の一覧を表示する方
法」

ブート環境を破棄します。 beadm destroyコマンドを使用
してブート環境を破棄します。

67ページの「ブート環境を破
棄する方法」

SPARCベースシステム上の指
定されたブート環境、データ
セット、またはルートファイル
システムからブートします。

boot -Zオプションを使用し
て、指定された ZFSブート環
境、スナップショット、または
データセットをブートします。

注 –このオプションは、ZFS
プールを含むブートデバイスで
のみサポートされています。

70ページの「ZFSブート環境ま
たはルートファイルシステムか
らブートする方法」
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ブート環境の作成と管理
次のタスクでは、beadmユーティリティーを使用して、ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセットを作成および管理する方法について説明します。

■ ブート環境 (BE)とは、ブート用に指定された ZFSファイルシステムのことで
す。ブート環境は基本的に、Oracle Solaris OSイメージのブート可能インスタンス
に、そのイメージにインストールされたその他のソフトウェアパッケージを加え
たものです。1つのシステム上に複数のブート環境を維持できます。各ブート環
境には異なるOSバージョンをインストールできます。Oracle Solarisをインス
トールすると、インストール中に新しいブート環境が自動的に作成されます。

■ スナップショットとは、特定の時点で取得されるデータセットまたはブート環境
の読み取り専用イメージです。スナップショットはブート可能でないことに注意
してください。ただし、特定のスナップショットに基づくブート環境を作成した
あと、その新しいブート環境をアクティブにすることで、そのブート環境を次回
のシステムリブート時のデフォルトブート環境とすることができます。

■ データセットは、ZFSファイルシステム、クローン、スナップショット、または
ボリュームを識別するために使用される一般的な用語です。

■ 共有データセットとは、/exportのように、アクティブなブート環境とアク
ティブでないブート環境の両方において同じマウントポイントを持つユーザー定
義ディレクトリのことです。共有データセットは、各ブート環境のルートデータ
セット領域の外側にあります。

■ ブート環境のクリティカルデータセットは、そのブート環境のルートデータ
セット領域に含まれています。

beadmコマンドの詳細は、beadm(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。ブート環境の管理に関する詳細は、『Oracle Solaris 11ブート環境の作成と管
理』を参照してください。大域または非大域ゾーン環境での beadmコマンドの使用に
ついての詳細は、『Oracle Solaris 11ブート環境の作成と管理』の第 2章「beadmでの
ゾーンのサポート」を参照してください。

▼ 新しいブート環境を作成する方法

rootの役割になります。

beadm createコマンドを使用してブート環境を作成します。
# beadm create beName

beNameは、新しいブート環境の名前を表す変数です。この新しいブート環境はアク
ティブではありません。

1

2
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注 – beadm createコマンドでは、部分的なブート環境は作成されません。新しい完全
なブート環境が正常に作成されるか、コマンドが失敗するかのいずれかです。

(省略可能)新しいブート環境をマウントします。
# beadm mount beName mountpoint

マウントポイントのディレクトリが存在しない場合、beadmコマンドはそのディレク
トリを作成してから、そのディレクトリにブート環境をマウントします。ブート環
境がすでにマウントされている場合、beadm mountコマンドは失敗し、ブート環境は
新しい場所に再マウントされません。

ブート環境はマウントされますが、アクティブでない状態です。マウント済みのア
クティブでないブート環境をアップグレードできます。また、システムをリブート
する前にブート環境をマウント解除することを忘れないでください。

(省略可能)新しいブート環境からブートするには、最初にブート環境をアクティブに
します。
# beadm activate beName

beNameは、アクティブにするブート環境の名前を表す変数です。リブート時に、新
しくアクティブになったブート環境は、GRUBメニューに表示されるデフォルトの
ブートエントリになります。

共有データセットを持つ複製されたブート環境を作成する

次の例は、BE2という名前の新しく作成したブート環境内のデータセットを示してい
ます。この例では、元のブート環境は BE1です。新しいブート環境 BE2には、BE1か
ら複製された個々のデータセットが含まれています。BE1に /optなどの従来の
ファイルシステム用の個々のデータセットが含まれている場合は、それらのデータ
セットも複製されます。

# beadm create BE2

# beadm list -a BE2

BE/Dataset/Snapshot Active Mountpoint Space Policy Created

------------------- ------ ---------- ----- ------ -------

BE2

rpool/ROOT/BE2 - - 42.0K static 2011-04-07 10:56

前の出力に示すように、ストレージプールの名前は rpoolです。このプールは、初
期インストールまたはアップグレードによってあらかじめ設定されているため、す
でにシステム上に存在します。ROOTは、同様に初期インストールまたはアップグ
レードによってあらかじめ作成された特殊なデータセットです。ROOTは、ブート環
境のルートで使用するために排他的に予約されています。
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▼ ブート環境のスナップショットの作成方法
rootの役割になります。

ブート環境のスナップショットを作成します。
# beadm create beName@snapshot

スナップショット名の例として、次のようなものがあります。

■ BE@0312200.12:15pm

■ BE2@backup

■ BE1@march132008

▼ 既存のスナップショットからブート環境を作成す
る方法

rootの役割になります。

次のコマンドを入力して、スナップショットから新しいブート環境を作成します。
# beadm create -e BEname@snapshotdescription beName

BEname@snapshotdescriptionを既存のスナップショットの名前に、beNameを新しい
ブート環境のカスタム名にそれぞれ置き換えます。

例:

# beadm create -e BE1@now BE2

このコマンドは、BE1@nowという名前の既存のスナップショットから BE2という名前
の新しいブート環境を作成します。このあと、このブート環境をアクティブにする
ことができます。手順については、65ページの「新しく作成されたブート環境をア
クティブにする方法」を参照してください。

▼ 新しく作成されたブート環境をアクティブにする
方法
新しく作成されたブート環境をアクティブにすることによって、リブート時にその
ブート環境がデフォルトのブート環境となりブートされます。アクティブにできる
ブート環境は常に 1つだけであることに注意してください。

rootの役割になります。
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次のコマンドを使用して、新しく作成されたブート環境をアクティブにします。
# beadm activate beName

beNameは、アクティブにするブート環境を表す変数です。

次の事項に注意してください。

■ beadm activate beNameコマンドは、bootfsブート可能プールプロパティーを、ア
クティブにするブート環境の ROOTデータセットの値に設定することによって
ブート環境をアクティブにします。

■ beadm activateコマンドは、新しくアクティブにしたブート環境を menu.lst

ファイルにデフォルトとして設定します。

システムをリブートします。

これで新しくアクティブにしたブート環境が SPARCブートメニューのデフォルトエ
ントリになります。

▼ 使用可能なブート環境、スナップショット、およ
びデータセットの一覧を表示する方法
beadmコマンドを使用して作成された使用可能なブート環境、スナップショット、お
よびデータセットを表示するには、beadm listコマンドを使用します。

rootの役割になります。

beadmコマンドを使用して作成されたシステム上の使用可能なデータセットをすべて
表示するには、次のコマンドを入力します。
# beadm list option

-a ブート環境に関する利用可能なすべての情報を一覧表示します。このオプ
ションには、従属データセットおよびスナップショットが含まれます。

-d ブート環境のデータセットに関する情報を一覧表示します。

-s ブート環境のスナップショットに関する情報を一覧表示します。このオプ
ションは、-dオプションと組み合わせて使用されます。

-H 表示からヘッダー情報を省略します。このオプションを選択すると、スクリ
プトやほかのプログラムの表示をより簡単に解析できるようになります。
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特定のブート環境について使用可能なデータセットを一覧表示するには、beadm list

コマンド構文にブート環境名を含めます。

たとえば、oracle-solarisブート環境内で使用可能なデータセットをすべて表示す
るには、次のようなコマンドを入力します。
# beadm list -a oracle-solaris

BE/Dataset/Snapshot Active Mountpoint Space Policy Created

------------------- ------ ---------- ----- ------ -------

oracle-solaris

rpool/ROOT/solaris - - 14.33M static 2011-01-20 07:45

スナップショットの仕様を表示する

次の beadm listの例では、-sオプションを指定します。これにより、現在のイ
メージに存在するすべてのスナップショットの情報が表示されます。zfsコマンドを
使用することによって、これらのスナップショットの状況も表示できます。

次の結果の例では、各スナップショットのタイトルに、スナップショットが作成さ
れた日時を示すタイムスタンプが含まれています。

# beadm list -s test-2

結果の例が表示されます。

BE/Snapshot Space Policy Created

----------- ----- ------ -------

test-2

test-2@2010-04-12-22:29:27 264.02M static 2010-04-12 16:29

test-2@2010-06-02-20:28:51 32.50M static 2010-06-02 14:28

test-2@2010-06-03-16:51:01 16.66M static 2010-06-03 10:51

test-2@2010-07-13-22:01:56 25.93M static 2010-07-13 16:01

test-2@2010-07-21-17:15:15 26.00M static 2010-07-21 11:15

test-2@2010-07-25-19:07:03 13.75M static 2010-07-25 13:07

test-2@2010-07-25-20:33:41 12.32M static 2010-07-25 14:33

test-2@2010-07-25-20:41:23 30.60M static 2010-07-25 14:41

test-2@2010-08-06-15:53:15 8.92M static 2010-08-06 09:53

test-2@2010-08-06-16:00:37 8.92M static 2010-08-06 10:00

test-2@2010-08-09-16:06:11 193.72M static 2010-08-09 10:06

test-2@2010-08-09-20:28:59 102.69M static 2010-08-09 14:28

test-2@install 205.10M static 2010-03-16 19:04

▼ ブート環境を破棄する方法
システム上で使用可能なディスク容量を増やす場合は、beadmコマンドを使用すると
既存のブート環境を破棄 (削除)できます。
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次の事項に注意してください。

■ 現在ブートされているブート環境を破棄することはできません。
■ beadm destroyコマンドを実行すると、破棄されたブート環境のエントリが

SPARCブートメニューから自動的に削除されます。
■ beadm destroyコマンドで破棄されるのは、ブート環境のクリティカルデータ
セットまたは非共有データセットだけです。共有データセットは、ブート環境の
ルートデータセット領域の外側にあり、ブート環境が破棄される際に影響を受け
ません。

rootの役割になります。

ブート環境を破棄するには、次のコマンドを入力します。
# beadm destroy beName

ブート環境を破棄する前に、確認のプロンプトが表示されます。

beadm destroy beNameで指定されたブート環境を破棄します。

-F 確認を要求せずに、ブート環境を強制的に破棄します。

-f ブート環境がマウントされている場合でも強制的に破棄します。

SPARCプラットフォームのZFSブート環境からのブート
bootコマンドの次の 2つのオプションは、SPARCベースシステムでの ZFSルート
ファイルシステムからのブートをサポートします。

-L ZFSプール内の使用可能なブート環境の一覧を表示します。

注 – boot -Lコマンドは、コマンド行からではなくOBPから実行されま
す。

-Z dataset 指定の ZFSブート環境のルートファイルシステムをブートします。

ZFSルートファイルシステムからシステムをブートする場合は、最初にOBPから -L

オプションを指定して bootコマンドを実行し、システム上の使用可能なブート環境
のリストを表示します。次に、-Zオプションを使用して指定のブート環境をブート
します。

詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。
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▼ SPARC:ブートシーケンス中に使用可能なブート環
境の一覧を表示する方法
SPARCベースシステムでは、menu.lstファイルに次の 2つのコマンドが含まれてい
ます。

■ title –ブート環境のタイトルを指定する
■ bootfs –ブート環境のフルネームを指定する

次の手順で説明されているように、ZFSプール内のブート環境の一覧を表示するに
は、boot -Lコマンドを使用します。このコマンドを実行すると、指定の ZFSルート
プール内の使用可能なブート環境の一覧が表示され、システムをブートするための
方法も示されます。

rootの役割になります。

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

ZFSプール内の使用可能なブート環境の一覧を表示します。
ok boot device-specifier -L

device-specifierは単一のルートファイルシステムではなくストレージプールを識別し
ます。

表示されているいずれかのエントリをブートするには、そのエントリに対応する番
号を入力します。

画面に表示される手順に従い、指定されたブート環境をブートします。

手順については、70ページの「ZFSブート環境またはルートファイルシステムから
ブートする方法」を参照してください。

boot -Lコマンドを使用して使用可能なブート環境の一覧を表示する

# init 0

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 94 system services are now being stopped.

svc.startd: The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

ok boot -L

.

.

.

Boot device: /pci@1f,0/pci@1/scsi@8/disk@0,0 File and args: -L

zfs-file-system

Loading: /platformsun4v/bootlst
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1.s10s_nbu6wos

2 zfs2BE

Select environment to boot: [ 1 - 2 ]: 2

to boot the selected entry, invoke:

boot [<root-device] -Z rpool/ROOT/zfs2BE

詳細は、『Oracle Solarisの管理: ZFSファイルシステム』の第 5章「ZFSルートプール
のコンポーネントの管理」を参照してください。

▼ ZFSブート環境またはルートファイルシステムか
らブートする方法
ZFSからブートするときは、device-specifierによって単一のルートファイルシステム
ではなくストレージプールが識別されます。ストレージプールには、複数のブート
環境、データセット、またはルートファイルシステムが含まれていることがありま
す。そのため、ZFSからブートするときは、ブートデバイスによってデフォルトと見
なされるプール内のルートファイルシステムも識別する必要があります。デフォル
トのブートデバイスはプールの bootfsプロパティーによって識別されます。この手
順では、ZFSブート環境を指定してシステムをブートする方法を示します。使用可能
なすべてのブートオプションの詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。

注 – Oracle Solaris 11では、ZFSルートファイルシステムがデフォルトでブートされま
す。この手順を使用して、ブートする ZFSルートファイルシステムを指定してくだ
さい。

詳細は、zpool(1M)のマニュアルページを参照してください。

rootの役割になります。

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

(省略可能) bootコマンドに -Lオプションを使用して、使用可能なブート環境の一覧
を表示します。

手順については、69ページの「SPARC:ブートシーケンス中に使用可能なブート環境
の一覧を表示する方法」を参照してください。

参照
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指定のエントリをブートするには、そのエントリの番号を入力し、Returnキーを押
します。
Select environment to boot: [1 - 2]:

システムをブートするには、画面に表示された指示に従います。
To boot the selected entry, invoke:

boot [<root-device>] -Z rpool/ROOT/boot-environment

ok boot -Z rpool/ROOT/boot-environment

例:

# boot -Z rpool/ROOT/zfs2BE

システムをブートしたあと、アクティブなブート環境を確認します。
# prtconf -vp | grep whoami

(省略可能)アクティブなブート環境のブートパスを表示するには、次のコマンドを入
力します。
# prtconf -vp | grep bootpath

(省略可能)正しいブート環境がブートされたかどうかを確認するには、次のコマンド
を入力します。
# df -lk

ZFSブート環境からブートする

次の例は、boot -Zコマンドを使用して SPARCシステムで ZFSブート環境をブートす
る方法を示しています。

# init 0

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

svc.startd: The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

ok boot -Z rpool/ROOT/zfs2BEe

Resetting

LOM event: =44d+21h38m12s host reset

g ...

rProcessor Speed = 648 MHz

Baud rate is 9600

8 Data bits, 1 stop bits, no parity (configured from lom)

.

.

.

Environment monitoring: disabled
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Executng last command: boot -Z rpool/ROOT/zfs2BE

Boot device: /pci@1f,0/pci@1/scsi@8/disk@0,0 File and args: -Z rpool/ROOT/zfs2Be

zfs-file-system

.

.

.

Hostname: mallory

NIS domainname is ...

Reading ZFS config: done.

Mounting ZFS filesytems: (6/6)

mallory console login:

ZFSルートファイルシステムからのブートについての詳細は、『Oracle Solarisの管理:
ZFSファイルシステム』の「ZFSルートファイルシステムからのブート」を参照して
ください。

参照
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SPARCベースシステムのブート可能状態
の維持 (手順)

この章では、ブート管理インタフェース (bootadm)を使用することによって、SPARC
ベースシステムをブート可能に維持する方法について説明します。ブートアーカイ
ブについての情報を表示するための手順、ブートアーカイブの整合性を維持するた
めの手順、およびブートアーカイブの問題をトラブルシューティングする手順につ
いても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 73ページの「SPARCベースシステムのブート可能状態の維持 (タスクマップ)」
■ 74ページの「Oracle Solarisブートアーカイブの説明」
■ 76ページの「ブートアーカイブ SMFサービスの管理」
■ 77ページの「ブートアーカイブの整合性の維持」

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

x86ベースシステムのブート可能状態の維持については、『x86プラットフォーム上
のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 8章「x86ベースシステムの
ブート可能状態の維持 (タスク)」を参照してください。

SPARCベースシステムのブート可能状態の維持 (タスク
マップ)

表 8–1 SPARCベースシステムのブート可能状態の維持:タスクマップ

タスク 説明 参照先

bootadmコマンドを使用し
てブートアーカイブの内容
を一覧表示します。

ブートアーカイブの内容を一覧表示
する場合は、bootadm list-archive

コマンドを使用します。

75ページの「ブートアーカイ
ブの内容を一覧表示する方
法」
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表 8–1 SPARCベースシステムのブート可能状態の維持:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

boot-archiveサービスを管
理します。

boot-archiveサービスは SMFに
よって制御されます。svcadmコマン
ドを使用して、サービスを有効化ま
たは無効化します。boot-archive

サービスが実行されているかどうか
を確認するには、svcsコマンドを使
用します。

76ページの「ブートアーカイ
ブ SMFサービスの管理」

bootadmコマンドを使用し
てブートアーカイブを手動
で更新することに
よって、ブートアーカイブ
更新障害を解決します。

SPARCベースシステム上のブート
アーカイブ更新障害を手動で解決す
るには、この手順を使用します。

78ページの「ブートアーカイ
ブを手動で更新することに
よってブートアーカイブの自
動更新障害を解決する方法」

Oracle Solarisブートアーカイブの説明
Oracle Solarisをインストールするとき、bootadmコマンドによってシステム上に
ブートアーカイブが作成されます。ブートアーカイブはルートファイルシステムの
サブセットです。このブートアーカイブには、すべてのカーネルモ
ジュール、driver.confファイル、およびいくつかの構成ファイルが含まれていま
す。これらのファイルは、/etcディレクトリにあります。ブートアーカイブ内の
ファイルは、ルートファイルシステムがマウントされる前にカーネルによって読み
取られます。ルートファイルシステムがマウントされると、ブートアーカイブは
カーネルによってメモリーから破棄されます。次に、ファイル I/Oがルートデバイス
に実行されます。

また、bootadmコマンドは、ブートアーカイブの更新と検証を細部にわたって処理し
ます。通常のシステムシャットダウンの処理中に、シャットダウンプロセスでは
ブートアーカイブの内容がルートファイルシステムと比較されます。システムにド
ライバや構成ファイルなどの更新がある場合、ブートアーカイブがこれらの変更を
含むように再構築されることによって、リブート時にブートアーカイブとルート
ファイルシステムの同期がとられます。

SPARCブートアーカイブの場所と内容に関する情
報の取得
SPARCブートアーカイブ内のファイルは /platformディレクトリにありま
す。ブートアーカイブの内容は、次の手順に記載されているように bootadm

list-archiveコマンドを使用すると一覧表示できます。ブートアーカイブ内の
ファイルが更新された場合、アーカイブを再構築する必要があります。変更を有効
にするには、次にシステムがリブートする前にアーカイブを再構築する必要があり
ます。
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▼ ブートアーカイブの内容を一覧表示する方法

rootの役割になります。

ブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示するには、次のよ
うに入力します。
# bootadm list-archive

SPARCブートアーカイブの内容の一覧表示

次の例は、SPARCベースシステムのブートアーカイブの内容を示しています。

root@tsystem:~# bootadm list-archive

platform/SUNW,A70/kernel

platform/SUNW,Netra-210/kernel

platform/SUNW,Netra-240/kernel

platform/SUNW,Netra-440/kernel

platform/SUNW,Netra-CP2300/kernel

platform/SUNW,Netra-CP3010/kernel

platform/SUNW,Netra-CP3060/kernel

platform/SUNW,Netra-CP3260/kernel

platform/SUNW,Netra-T12/kernel

platform/SUNW,Netra-T2000/kernel

platform/SUNW,Netra-T4/kernel

platform/SUNW,Netra-T5220/kernel

platform/SUNW,Netra-T5440/kernel

platform/SUNW,SPARC-Enterprise-T1000/kernel

platform/SUNW,SPARC-Enterprise-T2000/kernel

platform/SUNW,SPARC-Enterprise-T5120/kernel

platform/SUNW,SPARC-Enterprise-T5220/kernel

platform/SUNW,SPARC-Enterprise/kernel

platform/SUNW,Serverblade1/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-100/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-1000/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-1500/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-2500/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-T6300/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-T6320/kernel

platform/SUNW,Sun-Blade-T6340/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-15000/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-280R/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-480R/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-880/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-T1000/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-T200/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V210/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V215/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V240/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V245/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V250/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V440/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V445/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V490/kernel

platform/SUNW,Sun-Fire-V890/kernel

1
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platform/SUNW,Sun-Fire/kernel

platform/SUNW,T5140/kernel

platform/SUNW,T5240/kernel

platform/SUNW,T5440/kernel

platform/SUNW,USBRDT-5240/kernel

platform/SUNW,Ultra-250/kernel

platform/SUNW,Ultra-4/kernel

platform/SUNW,Ultra-5_10/kernel

platform/SUNW,Ultra-80/kernel

platform/SUNW,Ultra-Enterprise-10000/kernel

platform/SUNW,Ultra-Enterprise/kernel

platform/SUNW,UltraAX-i2/kernel

platform/SUNW,UltraSPARC-IIe-NetraCT-40/kernel

platform/SUNW,UltraSPARC-IIe-NetraCT-60/kernel

platform/SUNW,UltraSPARC-IIi-Netract/kernel

platform/sun4u-us3/kernel

platform/sun4v/kernel

etc/cluster/nodeid

etc/dacf.conf

etc/driver

etc/mach

kernel

root@tsystem:~#

ブートアーカイブ SMFサービスの管理
boot-archiveサービスは SMFによって制御されます。このサービスインスタンス
は、svc:/system/boot-archive:defaultです。サービスを有効または無効にするに
は、svcadmコマンドを使用します。

boot-archiveサービスが実行中かどうかの判定
boot-archiveサービスが無効な場合は、システムリブート時にブートアーカイブの
自動復旧が実行されないことがあります。その結果、ブートアーカイブが同期され
ないか破壊され、システムがブートされなくなる可能性があります。

boot-archiveサービスが実行されているかどうかを確認するには、svcsコマンドを
使用します。

$ svcs boot-archive

STATE STIME FMRI

online Mar_31 svc:/system/boot-archive:default

この例で、svcsコマンドの出力は boot-archiveサービスがオンラインであることを
示しています。

詳細は、svcadm(1M)および svcs(1)のマニュアルページを参照してください。
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▼ boot-archive SMFサービスを有効または無効にす
る方法

rootの役割になります。

詳細は、『Oracle Solarisの管理:セキュリティーサービス』の「管理権限を取得する
方法」を参照してください。

boot-archiveサービスを有効または無効にするには、次のように入力します。
# svcadm enable | disable system/boot-archive

boot-archiveサービスの状態を確認するには、次のように入力します。
# svcs boot-archive

サービスが実行されている場合は、オンラインサービスの状態が表示されます。

STATE STIME FMRI

online 9:02:38 svc:/system/boot-archive:default

サービスが実行されていない場合は、サービスがオフラインになっていることが出
力に表示されます。

ブートアーカイブ更新障害のトラブルシューティングの詳細については、77ページ
の「ブートアーカイブの整合性の維持」を参照してください。

ブートアーカイブの整合性の維持
ブート管理インタフェース bootadmによって、ブートアーカイブを維持するための次
のタスクを実行できます。

■ システムのブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示す
る。

■ システム上の現在のブートアーカイブを手動で更新する。

このコマンドの構文は次のとおりです。

bootadm [subcommand] [-option] [-R altroot]

bootadmコマンドの詳細は、bootadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

1
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▼ ブートアーカイブを手動で更新することによって
ブートアーカイブの自動更新障害を解決する方法
システムのブートプロセス中に次のような警告メッセージが表示される場合は、適
切な操作を実行します。

WARNING: Automatic update of the boot archive failed.

Update the archives using ’bootadm update-archive’

command and then reboot the system from the same device that

was previously booted.

次の手順は、bootadmコマンドを使用して期限切れのブートアーカイブを手動で更新
する方法を示しています。

注 –ブートアーカイブを手動で更新する場合も同じ手順を使用できます。

rootの役割になります。

ブートアーカイブを更新するには、次のコマンドを入力します。
# bootadm update-archive

注 –代替ルートファイルシステムにあるブートアーカイブを更新するには、次のコマ
ンドを入力します。

# bootadm update-archive -R /a

-R altroot update-archiveサブコマンドに適用する代替ルートパスを指定します。

注意 – -Rオプションを使用して非大域ゾーンのルートファイルシステム
を参照してはいけません。そのようにすると、大域ゾーンのファイルシ
ステムが損傷したり、大域ゾーンのセキュリティーが低下したり、非大
域ゾーンのファイルシステムが損傷したりする場合がありま
す。zones(5)のマニュアルページを参照してください。

システムをリブートします。
# reboot

1

2

3
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SPARCベースシステムのブートのトラブ
ルシューティング (手順)

ここでは、SPARCベースシステム上でのOracle Solarisインスタンスのブートに関す
るトラブルシューティングの手順を示します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 80ページの「SPARCベースシステムのブートのトラブルシューティング (タスク
マップ)」

■ 81ページの「復旧を目的とした SPARCベースシステムのシャットダウンおよび
ブート」

復旧の目的でのOracle Solarisの停止と起動について (サービスプロセッサを実行して
いる場合)、およびOracle ILOMサービスプロセッサを制御する手順について
は、http://download.oracle.com/

docs/cd/E19166-01/E20792/z400130a9112.html#scrolltocにあるハードウェアのド
キュメントを参照してください。

SPARCベースシステムのブートに関する概要情報は、第 1章「SPARCベースシステ
ムのブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

Oracle Solarisブートアーカイブの問題を解決する方法については、77ページ
の「ブートアーカイブの整合性の維持」を参照してください。
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SPARCベースシステムのブートのトラブルシューティン
グ (タスクマップ)

表 9–1 SPARCベースシステムのブートのトラブルシューティング:タスクマップ

タスク 説明 参照先

復旧を目的として SPARCシス
テムを停止します。

破損したファイルが原因で
SPARCベースシステムが
ブートされなくなっている場合
は、最初にシステムを停止して
復旧を試みます。

81ページの「復旧を目的とし
てシステムを停止する方法」

SPARCベースシステムをシン
グルユーザーモードでブートし
て、不正な rootシェルまたは
誤ったパスワードの入力などの
軽微なブートの問題を解決しま
す。

システムをシングル
ユーザーモードでブートし
て、不明な rootパスワードま
たは同様の問題を解決します。

83ページの「シングル
ユーザーモードでブートし
て、不正な rootシェルまたは
パスワードの問題を解決する方
法」

SPARCベースシステムをメ
ディアからブートして、不明な
rootパスワードの問題を解決
します。

メディアからシステムをブート
し、ルートプールをインポート
およびマウントして、問題を修
正します。

83ページの「メディアから
ブートして、不明な rootパス
ワードを解決する方法」

どのサービスも起動しないで
SPARCベースシステムを
ブートします。

ブートプロセス中にシステムが
ハングアップする場合は、問題
をトラブルシューティングする
ためにどのサービスも開始せず
にシステムをブートします。

84ページの「どのサービスも
起動しないでシステムをブート
する方法」

SPARCベースシステムのク
ラッシュダンプとリブートを強
制的に実行します。

トラブルシューティングの手段
として、SPARCベースシステ
ムのクラッシュダンプとリ
ブートを強制的に実行します。

86ページの「クラッシュダン
プを強制してシステムをリ
ブートする方法」

カーネルデバッガ (kmdb)を有効
にして、SPARCベースシステ
ムをブートします。

カーネルと対話してシステムの
問題をトラブルシューティング
するために、カーネルデバッガ
を有効にして SPARCベースシ
ステムをブートします。

87ページの「カーネルデ
バッガ (kmdb)を有効にしてシス
テムをブートする方法」
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復旧を目的とした SPARCベースシステムのシャットダウ
ンおよびブート

次の場合は、ブートおよびシステムのその他の問題を分析またはトラブル
シューティングするために、システムをまずシャットダウンする必要があります。

■ システムのブート時にエラーメッセージのトラブルシューティングを行います。
■ システムを停止して復旧を試みます。
■ 復旧を目的としてシステムをブートします。
■ 強制的にクラッシュダンプを実行し、システムをリブートします。
■ kmdbコマンドを使用してカーネルデバッガでシステムをブートします。

このあとの手順では、復旧の目的で SPARCベースシステムを安全にシャットダウン
してからブートする方法について説明します。

システムの復旧目的の停止とブート
復旧の目的でシステムをブートする必要がある場合があります。一般的なエラーお
よび復旧のシナリオには次のものが含まれます。

■ シングルユーザーモードでシステムをブートして、/etc/passwdファイルの root

シェルエントリの修正や、NISサーバーの変更などの軽微な問題を解決します。
■ インストールメディアまたはネットワーク上のインストールサーバーからブート
して、システムのブートを妨げている問題から回復したり、紛失した rootパス
ワードを回復したりします。ルートプールのインポート、BEのマウント、および
問題の修正を行うことにより、ブート構成の問題を解決します。

SPARCシステムでは、boot net:dhcpコマンドは、Oracle Solaris 10リリースで使用
される boot netコマンドに代わるものです。

▼ 復旧を目的としてシステムを停止する方法

shutdownまたは init 0コマンドを使用して、システムを ok PROMプロンプトにしま
す。

ファイルシステムを同期させます。
ok sync

該当する bootコマンドを入力して、ブートプロセスを起動します。
詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムが指定した実行レベルになっていることを確認します。
# who -r

. run-level s May 2 07:39 3 0 S
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サービスプロセッサの電源をオフにする

Oracle ILOMサービスプロセッサ上でOracle Solaris 11を実行中の場合、オペ
レーティングシステムをシャットダウンしたあと、システムコンソールプロンプト
からサービスプロセッサプロンプトに切り替える必要があります。その場所か
ら、次の例に示すようにサービスプロセッサを停止できます。

# shutdown -g0 -i0 -y

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 91 system services are now being stopped.

Jun 12 19:46:57 wgs41-58 syslogd: going down on signal 15

svc.stard: The system is down.

syncing file systems...done

Program terminated

r)eboot o)k prompt, h)alt?

# o

ok #.

->

-> stop /SYS

Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y

Stopping /SYS

->

即時シャットダウンを実行する必要がある場合は、stop -force -script /SYS コマン
ドを使用します。このコマンドを入力する前に、すべてのデータが保存されている
ことを確認してください。

サービスプロセッサの電源をオンにする

次の例は、サーバーの電源をオンにする方法を示しています。最初にOracle ILOMに
ログインする必要があります。http://download.oracle.com/

docs/cd/E19166-01/E20792/z40002fe1296006.html#scrolltocを参照してください。

モジュラーシステムを使用している場合は、目的のサーバーモジュールにログイン
していることを確認します。

-> start /SYS

Are you sure you want to start /SYS (y/n) ? y

Starting /SYS

->

確認を求めるプロンプトを表示しない場合は、start -script /SYS コマンドを使用し
ます。

例9–1

例9–2
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▼ シングルユーザーモードでブートして、不正な rootシェルまたは
パスワードの問題を解決する方法

システムを okPROMプロンプトにします。81ページの「復旧を目的としてシステム
を停止する方法」を参照してください。

システムをシングルユーザーモードでブートします。
ok boot -s

/etc/passwdファイルのシェルエントリを修正します。
# vi /etc/password

Ctrl-dを押してシステムをリブートします。

▼ メディアからブートして、不明な rootパスワードを解決する方法

Oracle Solarisのメディアからシステムをブートします。

■ テキストインストール -インストールメディアまたはネットワークからブートし
て、テキストインストール画面から「オプション 3シェル」を選択します。

■ 自動インストール -次のコマンドを使用して、シェルに出ることができるインス
トールメニューから直接ブートします。
ok boot net:dhcp

シェルプロンプトで、ルートプールをインポートします。
# zpool import -f rpool

ブート環境のマウントポイントを作成します。
# mkdir /a

ブート環境をマウントします。
# beadm mount solaris-instance|bename /a

TERMタイプを設定します。
# TERM=vt100

# export TERM

不明なパスワードエントリを慎重に削除します。
# cd /a/etc

# vi shadow

# cd /
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注 –この手順のあとにディレクトリを変更する必要があります。

ブートアーカイブを更新します。
# bootadm update-archive -R /a

ブート環境をマウント解除します。
# beadm umount be-name

システムを停止します。
# halt

シングルユーザーモードでシステムをリブートし、rootパスワードの入力を求めら
れたら、Returnキーを押します。例:
ok boot -s

Boot device: /pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a File and args: -s

SunOS Release 5.11 Version 11.0 64-bit

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights

reserved.

Booting to milestone "milestone/single-user:default".
Hostname: tardis.central

Requesting System Maintenance Mode

SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass): root

Enter root password (control-d to bypass): <Press return>

single-user privilege assigned to root on /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

rootパスワードをリセットします。
root@system:~# passwd -r files root

New Password: xxxxxx

Re-enter new Password: xxxxxx

passwd: password successfully changed for root

Ctrl-dを押してシステムをリブートします。

システムのデフォルトOSがブートできないために、代替の ZFSデータセットから
ブートする必要がある場合、詳細なトラブルシューティング情報について68ページ
の「SPARCプラットフォームの ZFSブート環境からのブート」を参照してくださ
い。

▼ どのサービスも起動しないでシステムをブートする方法
サービスの起動に関する問題が発生した場合、ブートプロセス中にシステムがハン
グアップすることがあります。この手順は、そうした問題のトラブルシューティン
グを行う方法を示しています。

7
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どのサービスも起動しないでブートします。

このコマンドを実行すると、svc.startdデーモンはすべてのサービスを一時的に無
効にし、コンソール上で suloginを起動します。

ok boot -m milestone=none

システムにログインし、rootの役割になります。

すべてのサービスを有効にします。
# svcadm milestone all

ブートプロセスがハングアップした場合、実行されていないサービスと、ブートプ
ロセスがハングアップしている場所を判定します。
# svcs -a

/var/svc/logのログファイル内でエラーメッセージの有無を確認します。

問題が解決したら、すべてのサービスが起動していることを確認します。

a. 必要なサービスがすべてオンラインになっていることを確認します。
# svcs -x

b. console-loginサービスの依存関係に問題がないことを確認します。

このコマンドを使えば、コンソール上の loginプロセスが実行されるかどうかを
確認できます。

# svcs -l system/console-login:default

通常のブートプロセスを継続します。

SPARCベースシステムのクラッシュダンプとリ
ブートの強制実行
場合によっては、トラブルシューティングの目的でクラッシュダンプを強制実行
し、システムをリブートする必要があります。デフォルトでは、savecore機能を使
用できます。

システムクラッシュダンプについての詳細は、『Oracle Solarisの管理:一般的なタス
ク』の第 17章「システムクラッシュ情報の管理 (手順)」を参照してください。
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▼ クラッシュダンプを強制してシステムをリブートする方法
システムのクラッシュダンプを強制実行するには、次の手順を実行します。この手
順のあとに紹介する例は、halt -dコマンドを使用してシステムのクラッシュダンプ
を強制実行する方法を示しています。このコマンドの実行後は、手動でシステムを
リブートする必要があります。

システムを okPROMプロンプトにします。

ファイルシステムを同期させ、クラッシュダンプを書き出します。
> n

ok sync

クラッシュダンプがディスクに書き出されると、システムはそのままリブートしま
す。

システムが実行レベル 3でブートしていることを確認します。
ブートプロセスが正常に終了すると、ログイン画面かログインプロンプトが表示さ
れます。
hostname console login:

SPARC: halt -dコマンドを使用してシステムのクラッシュダンプとリ
ブートを強制実行する

この例は、halt -dコマンドと bootコマンドを使用して、システムのクラッシュダン
プとリブートを強制実行する方法を示しています。

# halt -d

Jul 21 14:13:37 jupiter halt: halted by root

panic[cpu0]/thread=30001193b20: forced crash dump initiated at user request

000002a1008f7860 genunix:kadmin+438 (b4, 0, 0, 0, 5, 0)

%l0-3: 0000000000000000 0000000000000000 0000000000000004 0000000000000004

%l4-7: 00000000000003cc 0000000000000010 0000000000000004 0000000000000004

000002a1008f7920 genunix:uadmin+110 (5, 0, 0, 6d7000, ff00, 4)

%l0-3: 0000030002216938 0000000000000000 0000000000000001 0000004237922872

%l4-7: 000000423791e770 0000000000004102 0000030000449308 0000000000000005

syncing file systems... 1 1 done

dumping to /dev/dsk/c0t0d0s1, offset 107413504, content: kernel

100% done: 5339 pages dumped, compression ratio 2.68, dump succeeded

Program terminated

ok boot

Resetting ...

.

.

Rebooting with command: boot

Boot device: /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/disk@0,0:a

File and args: kernel/sparcv9/unix
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configuring IPv4 interfaces: hme0.

add net default: gateway 172.20.27.248

Hostname: jupiter

The system is coming up. Please wait.

NIS domain name is example.com

.

.

.

System dump time: Wed Jul 21 14:13:41 2010

Jul 21 14:15:23 jupiter savecore: saving system crash dump

in /var/crash/jupiter/*.0

Constructing namelist /var/crash/jupiter/unix.0

Constructing corefile /var/crash/jupiter/vmcore.0

100% done: 5339 of 5339 pages saved

.

.

.

▼ カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステム
をブートする方法
この手順では、カーネルデバッガ (kmdb)をロードする方法を示します。

注 –システムを対話式でデバッグする時間がない場合は、rebootコマンドと、-dオ
プションを指定した haltコマンドを使用します。-dオプションを指定して haltコマ
ンドを実行した場合、実行後にシステムを手動でリブートする必要があります。た
だし、rebootコマンドを使用した場合、システムは自動的にブートします。詳細
は、reboot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムを停止します。これにより、okプロンプトが表示されます。

システムを正常に停止するには、haltコマンドを使用します。

boot kmdbまたは boot -kのどちらかを入力して、カーネルデバッガの読み込みを要
求します。Returnキーを押します。

カーネルデバッガにアクセスします。

デバッガに入るための方法は、システムへのアクセスに使用するコンソールのタイ
プによって異なります。

■ ローカル接続されたキーボードを使用している場合は、キーボードの種類に応じ
て Stop-Aまたは L1–Aを押します。

■ シリアルコンソールを使用している場合は、そのシリアルコンソールタイプに適
した方法を使用してブレークを送信します。
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カーネルデバッガをはじめて入力したときに、ウェルカムメッセージが表示されま
す。
Rebooting with command: kadb

Boot device: /iommu/sbus/espdma@4,800000/esp@4,8800000/sd@3,0

.

.

.

SPARC:カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブートする

ok boot kmdb

Resetting...

Executing last command: boot kmdb -d

Boot device: /pci@1f,0/ide@d/disk@0,0:a File and args: kmdb -d

Loading kmdb...

例9–4
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